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河川敷を彩る鯉のぼり河川敷を彩る鯉のぼり

№98№98



■表紙の写真説明

５月号　目 次

２広報さつま３ 広報さつま

４月22日、川内川河川敷に約

100匹の鯉のぼりが登場。

町観光協会が町民から不要にな

った鯉のぼりを募集し、平成18

年災害からの復興記念として設

置されました。

鯉のぼりは、５月下旬まで川内

川の空で泳ぎます。

２　町長・町議会議員選挙結果

４　基礎・基本定着度調査結果

５　平成24年度財政状況

６　不法投棄は犯罪です

７　さつまる日記はじめました

８　まちのニュース

15　くらしの情報

13　保健師だより

24　人・夢

　　休日在宅医・薬局

23　誕生・おくやみ

　　１歳で～す

　このたび任期満了に伴って、４月14日執行された町長選挙におきまして、

引き続き町長に就任させていただきました。

　誠に光栄に存じます反面、選挙が行われなかっただけに、私に課せられま

した責務の重大さに、改めて身の引き締まる思いを強くいたしております。

　これからの２期目の４年間は、今までの４年間の単なる延長線上で仕事を

していくということではなく、今まで取り組んできたことを含め、これまで

の流れを素直な目で見直し、心機一転「非連続の改革」という言葉のとおり、

町政に全身全霊を傾注してまいる決意であります。

　時代を読み、決断を下し、スピーディーに実行し、町民の皆様が「夢と希

望の持てる元気な町」を目指してまいります。

　戦略目標として

　１．元気のでる農林・商工業の町

　２．子どもやお年寄りが安心して暮らせる町

　３．ふれあいのある生き生きとした住みたい町

　４．財政健全化による安定した行政サービスの町

　の４本柱を掲げ、具体的な施策展開に全力を尽くします。

　皆様の一層のご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

当　選

氏　　　名

当　選

当　選

当　選

当　選

当　選

当　選

当　選

当　選
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宮之脇　尚　美

得票総数

１,２５０票

森　山　　　大 １,１４５票

川　口　憲　男 　 ９９３票

上久保　澄　雄 　 ９２８票

東　　　哲　雄 　 ９２０票

岩　元　涼　一 　 ７６８票

舟　倉　武　則 　 ７５４票

平八重　光　輝 　 ７３９票

木　下　敬　子 ７２７.３６４票

桑　園　憲　一 　 ７２０票

米　丸　文　武 　 ７１８票

内　田　芳　博 　 ６２４票

無効票 　 １０８票

持ち帰り票 　 　　０票

按分の端数切り捨て 　 ０.００２票

新　改　幸　一 　 ７８２.８８３票

岸　良　光　廣 　 ７７５票

木　下　賢　治 　 ８７１.６３５票

新　改　秀　作 　 ８４６.１１６票

柏　木　幸　平 　 ８３８票

盈進小学校体育館で行われた開票の様子

※按分とは、候補者の中に同一の氏名、氏または名の候補者が２人以上いる場合
　で、投票用紙にその氏名、氏または名のみを記載した投票（按分票）があった
　とき、これをそれぞれの候補者の得票数の割合に応じて分けることをいいます。
　このため得票数に小数点以下の端数がつくことがあります。

日
髙
政
勝
町
長

　

無
投
票
再
選

町
議
会
議
員

　

16
人
決
ま
る

　
任
期
満
了
に
伴
う
、
町
長
・

町
議
会
議
員
選
挙
が
４
月
９
日

に
告
示
さ
れ
、
４
月
14
日
に
執

行
さ
れ
ま
し
た
。

【町議会議員選挙】４月14日　21時40分確定

町長就任のごあいさつ町長就任のごあいさつ

有権者数

男

女

投票者数

14,508人

6,618人

7,890人

72.84％

72.61％

73.12％

19,917人

 9,051人

10,866人

投票率

全　体

【町議会議員選挙】
　　　有権者数・投票者数・投票率



地区 県さつま町

55%

60%

65%

70%

75%

80%

85%

英語理科数学社会国語

【グラフ２ 中学校１年生】

50%

55%

60%

65%

70%

75%

80%

理科算数社会国語

【グラフ１ 小学校５年生】

50%

55%

60%

65%

70%

75%

80%

英語理科数学社会国語

【グラフ３ 中学校２年生】

収益的 1億4,788万円 1億4,444万円 97.7% 1億3,779万円 1億2,453万円 90.4%

資本的 2,130万円 1,277万円 60% 9,303万円 8,588万円 92.3%

収益的 2億4,108万円 2億4,195万円 100.4% 2億3,542万円 2億1,288万円 90.4%

資本的 1億704万円 9,665万円 90.3% 2億945万円 1億9,725万円 94.2%
簡易水道事業

水 道 事 業

予 算 額 収 入 済 額 収 入 率 支 出 予 算 額 支 出 済 額 支 出 率会　　計　　名

収入率 支出率特 別 会 計 名 予　算　額 収入済額 支出済額

国 民 健 康 保 険 事 業

後 期 高 齢 者 医 療

介 護 保 険 事 業

介 護 サ ー ビ ス 事 業

農 業 集 落 排 水 事 業

89.8% 92.6%

99.7% 90.5%

97.8% 90.1%

93.6% 94.1%

106.8% 90.4%

31億8,820万6千円30億9,323万7千円34億4,377万7千円

3億979万2千円 3億890万4千円 2億8,044万3千円

29億6,700万1千円 29億214万8千円 26億7,344万6千円

2,187万1千円 2,047万5千円 2,056万9千円

4,730万7千円 5,054万8千円 4,274万2千円

■公営企業会計の状況■

■特別会計の状況■

その他

町債

諸収入

県支出金

国庫支出金

使用料・手数料

分担金・負担金

地方交付税

町税

           10億     20億    30億    40億     50億     60億     70億

0

14億8,186万3千円

4億4,314万2千円

7億4,639万3千円

2億193万9千円

1億6,389万6千円

65億4,478万2千円

21億5,646万7千円

14億7,289万8千円

16億7,930万6千円

4億5,241万1千円

11億9,311万7千円

1億9,700万9千円

1億7,380万7千円

59億9,391万1千円

18億8,194万1千円

12億7,576万9千円

7億7,318万9千円

予備費

公債費

災害復旧費

教育費

消防費

土木費

商工費

農林水産業費

衛生費

民生費

総務費

議会費

            5億    10億   15億    20億    25億    30億   35億   40億

■支出

支出済額　128億9,527万7千円
支出率　　 ９０．１％

予算額　　　　支出済額

0

4億6,303万円

1億2,280万7千円

7億2,287万4千円

30億5,936万円

1億4,933万6千円

34億3,240万6千円

21億3,868万円

3,489万7千円

9億7,361万6千円

10億966万7千円

7億8,860万4千円

11億5,215万2千円

12億336万5千円

10億5,206万6千円

1億5,037万1千円

434万9千円

24億4,980万6千円

5億517万4千円

1億3,053万1千円

8億3,586万1千円

36億2,809万7千円

31億6,778万2千円

4,061万5千円

■一般会計の状況■

■収入

収入済額　125億1,167万1千円
収入率　 　８７．４％

予算額　　　　収入済額

４広報さつま５ 広報さつま

　
左
の
表
は
、
１
月
に
県
教
育
委
員
会
が
県
下
の
全
て
の
小
学
校
５
年
生
・
中
学
校

１
・
２
年
生
に
実
施
し
た｢

基
礎
・
基
本｣

定
着
度
調
査
の
結
果
で
す
。

　わずかずつではありますが、４
教科とも県平均を下回っていま
す。２３年度４教科平均で1.5％下
回っていましたが、２４年度は0.8
％と確実に県平均との差を縮めて
います。２５年度は県平均を上回
ることが期待されます。

　１年生では、全教科県平均を上回
りました。しかし、２年生では２教
科上回るにとどまりました。２年生
では、読み・書きの基礎になる国語
科の基礎的基本的事項の定着が向上
することで、全体的な底上げが期待
されます。　

１
　
読
み
取
り
の
基
礎
と
な
る
読
書
に
つ
い
て
、
「
さ
つ
ま

読
書
の
す
す
め
」
の
推
薦
図
書
を
見
直
し
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
以
上
に
読
書
の
質
の
向
上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

２
　
授
業
を
教
師
間
で
お
互
い
に
見
合
い
、
授
業
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、
先
進
校
の
取
組
に
学
ぶ
機
会
を
増
や
し
な
が
ら
、
研
修

の
活
性
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

３
　
小
学
校
・
中
学
校
の
連
携
を
促
進
し
、
学
習
の
し
つ
け
や
家
庭
学
習
の

時
間
の
確
保
な
ど
小
・
中
学
校
９
年
間
の
成
長
を
見
通
し
た
働
き
か
け
を

行
い
ま
す
。

４
　
昨
年
度
か
ら
「
さ
つ
ま
っ
子
　
家
庭
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
」
～
「
早
ね
、

早
お
き
、
朝
ご
は
ん
に
よ
る
家
庭
学
習
の
充
実
」
を
町
内
小
中
学
生
と
全

保
護
者
に
配
布
し
、
家
庭
学
習
に
つ
い
て
町
内
そ
ろ
っ
た
取
組
が
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
　
　
　

「
さ
つ
ま
っ
子
　
家
庭
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
」

で
強
調
し
て
い
る
こ
と
は
次
の
５
ポ
イ
ン
ト

で
す
。

１
　
自
分
か
ら
進
ん
で

　
　
帰
宅
し
た
ら
、
自
分
か
ら
進
ん
で
取
り

か
か
り
、
決
め
ら
れ
た
時
間
は
続
け
よ
う
。

２
　
集
中
し
て

　
　
テ
レ
ビ
な
ど
は
消
し
て
、
机
の
上
を
整

理
し
、
集
中
し
て
学
習
し
よ
う
。

３
　
姿
勢
を
正
し
て

　
　
姿
勢
を
正
し
、
字
は
て
い
ね
い
に
。

４
　
家
族
の
人
に

　
　
終
わ
っ
た
ら
、
家
族
の
人
に
見
て
も
ら

お
う
。

５
　
音
読
・
読
書

　
　
家
族
全
員
で
、
読
書
の
雰
囲
気
づ
く
り
を

し
、
20
分
以
上
、
音
読
・
読
書
を
し
よ
う
。

平成24年度一般会計予算総額は、143億2,016万9千円となりました。当初予算総額125億8,600万円に17億

3,416万9千円を増額しています。当初予算と比較すると、13.8％増となっています。 

３月末現在における収入済額は125億1,167万1千円で、予算額に対する収入率は87.4％となっています。

支出済額は128億9,527万7千円で、予算額に対する支出率は90.1％となっています。

※「基礎・基本」定着度調査とは…小・中学生が基礎学力（社会生活を営む上で最低限必要
な知識や技能等）を、確実に身に付けているかどうか調べるために実施しています。

子
ど
も
た
ち
に
確
か
な
学
力
を

【
家
庭
へ
の
お
願
い
】

【
町
教
育
委
員
会
の
取
り
組
み
】

小学校５年生の分析

中学校１・２年生の分析

平成２４年度

財政状況
（平成２５年３月末まで）

一般会計（３月末現在）において、町民一人当たりに換算すると・・・・
● 使われたお金　　　５５万７千円　　　● 町債（借金）残高　７０万３千円
● 基金（貯金）残高　２７万円　　　　　● 町税負担額　　　　　９万３千円

（※平成25年4月1日現在の推計人口23,154人による。）

基　　金　　名 金　　　額 基　　金　　名

合　計

金　　　額

役場庁舎建設基金

住宅新築資金等貸付町債償還基金

財政調整基金

減債基金

電源立地地域対策交付金事業基金

ふるさとさつま応援基金

まちづくり振興基金

子ども健やか育成基金

災害復興基金

町営住宅建設等基金

退職手当組合調整特別負担金基金

62億4,550万5千円

※表示単位未満四捨五入の関係で合計は一致しない。

53万8千円

31億1,504万2千円

6,356万2千円

11億964万円

197万2千円

7,044万9千円

4億4,016万円

2億220万5千円

9,022万8千円

8,136万3千円

2億2,867万3千円

1,252万3千円

4,184万円

3億2,008万円

2,140万9千円

1億2,495万3千円

1,812万5千円

2億4,184万4千円

5,090万1千円

1,000万円

公共施設整備基金

地域公共交通対策維持確保基金

国民健康保険基金

国民健康保険高額療養資金貸付基金

介護保険給付費準備基金

肉用牛特別導入事業基金

奨学資金貸付基金

土地開発基金

農業集落排水事業施設等維持補修基金

■基金(貯金）の状況■

一般会計予算総額

１４３億２,０１６万９千円
（前年度比  1.4％の減）

（グラフ２・３）

（グラフ１）

平
成
24
年
度
「
基
礎
・
基
本
」
定
着
度
調
査
　
結
果
か
ら



６広報さつま７ 広報さつま

　

事
業
活
動
に
と
も
な
っ
て
発
生
す
る
ご

み
の
う
ち
、
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
法
律
で
定
め
ら
れ
た
20
種
類
の
ご

み
を
産
業
廃
棄
物
と
言
い
ま
す
。

　

一
方
、
産
業
廃
棄
物
以
外
の
ご
み
を
一

般
廃
棄
物
と
言
い
ま
す
。

　

産
業
廃
棄
物
を
排
出
し
た
事
業
者
は
、

法
で
定
め
ら
れ
た
処
理
基
準
に
従
っ
て
自

分
で
処
理
す
る
か
委
託
基
準
に
従
っ
て
処

理
業
者
に
委
託
す
る
な
ど
し
て
、
責
任
を

も
っ
て
適
正
に
処
理
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

一
方
、
事
業
者
や
個
人
が
一
般
廃
棄
物

を
処
理
し
た
い
場
合
に
は
、
市
町
村
ご
と

に
決
め
ら
れ
た
排
出
方
法
に
従
っ
て
適
正

に
処
理
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
事
業
者
ま
た
は
個
人
が
自
社
ま

た
は
本
人
の
土
地
で
あ
っ
て
も
廃
棄
物
を

捨
て
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

①
ル
ー
ル
に
従
う
の
が
面
倒
く
さ
い

②
処
理
に
か
か
る
費
用
が
も
っ
た
い
な
い

③
処
理
基
準
の
存
在
を
知
ら
な
か
っ
た

　

な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

不
法
投
棄
さ
れ
た
廃
棄
物
か
ら
は
、
有

害
物
質
が
漏
れ
だ
し
、
環
境
破
壊
を
引
き

起
こ
す
こ
と
も
あ
り
、
地
域
の
土
壌
や
水

質
に
重
大
な
被
害
を
与
え
か
ね
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
捨
て
る
の
は
簡
単
で
す
が
、
も

と
の
美
し
い
自
然
を
回
復
す
る
の
は
難
し

く
、
多
大
な
費
用
が
か
か
り
ま
す
。

　

不
法
投
棄
し
た
場
合
、
５
年
以
下
の
懲

役
ま
た
は
１
，
０
０
０
万
円
以
下
の
罰
金

な
ど
と
て
も
厳
し
い
罰
則
が
課
せ
ら
れ
ま

す
。

　

こ
こ
で
平
成
24
年
度
中
に
さ
つ
ま
町
内

で
回
収
し
た
不
法
投
棄
物
を
紹
介
し
ま
す
。

（
写
真
）

・
エ
ア
コ
ン　
　

１
台　
　
　

・
テ
レ
ビ　
　
　

24
台　
　
　

・
冷
蔵
庫　
　
　

12
台

・
洗
濯
機　
　
　

5
台　
　
　

・
廃
タ
イ
ヤ　
　

162
本　
　
　

・
消
火
器　
　
　

19
本

・
バ
ッ
テ
リ
ー　

27
個　
　
　

・
ス
ク
ー
タ
ー　

3
台　
　
　

・
ミ
ス
ト
機　
　

2
台

・
刈
払
機　
　
　

4
台　
　
　

・
チ
ェ
ン
ソ
ー　

4
台　
　
　

・
ガ
ス
ボ
ン
ベ　

4
個

・
車
の
座
席　
　

2
個

　

平
成
24
年
度
に
回
収
し
た
不
法
投
棄
物

は
約
22
㌧
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

　

右
に
示
し
た
廃
棄
物
は
町
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
で
処
理
で
き
る
空
き
缶
や
空
き
瓶
、

紙
類
、
ビ
ニ
ー
ル
等
を
除
く
不
燃
・
資
源

ご
み
で
す
。
こ
れ
ら
を
処
理
業
者
に
委
託

し
て
処
分
す
る
の
に
約
20
万
円
の
税
金
を

要
し
ま
し
た
。

　

不
法
投
棄
は
い
か
な
る
理
由
も
認
め
ら

れ
ま
せ
ん
。
ご
み
は
必
ず
決
め
ら
れ
た
方

法
に
よ
り
処
理
し
ま
し
ょ
う
！

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
環
境
課
　
環
境
係

　
　
☎
（
53
）
１
１
１
１

　
　
　
　
　
（
内
線
２
１
２
７
）

さ
つ
ま
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
さ
つ
ま
る
ち
ゃ
ん
の
専
用
ペ
ー
ジ
が
で

き
ま
し
た
。
さ
つ
ま
る
ち
ゃ
ん
の
最
新
情
報
や
町
Ｐ
Ｒ
活
動
の
写
真
な

ど
楽
し
い
内
容
が
盛
り
だ
く
さ
ん
♪
ぜ
ひ
の
ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

①

②

③

トップページ画面

↑↑

つ
ま

る
日

記
ス

タ
ー

ト
♪

①
さつまるちゃんの日記です。いろんなイベントに参加
して町のＰＲ活動を頑張ってます♪

② さつまるちゃんの写真集。有名キャラとも共演♪

クリック♪

③ さつまるちゃんの最新情報を随時更新しています。

このほかにもいろんな
コーナーがあります！
ぼくに会いにきてね♪

■
そ
も
そ
も

　
　

廃
棄
物
と
は
？

■
廃
棄
物
の
処
理
に
は

　
　
　

ル
ー
ル
が

　
　
　
　
　

あ
り
ま
す
。

■
ど
う
し
て

　
　

不
法
投
棄
を

　
　
　
　

す
る
の
？

■
不
法
投
棄
に
よ
る

　
　
　
　
　
　

被
害

■
も
し
、

　
　

違
反
し
た
ら
？

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
！

さ
つ
ま
る
ち
ゃ
ん
情
報
満
載
!!

ス
ト
ッ
プ　

廃
棄
物
を
み
だ
り
に
捨
て
る
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、

さ
ま
ざ
ま
な
廃
棄
物
を
規
則
に
反
し
て
捨
て
て
し
ま
う
不
法
投
棄
。
近
隣

の
迷
惑
に
な
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
環
境
に
も
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

【お問い合わせ先】
　さつま町役場　総務課　政策推進係

　☎ ５３－１１１１（内線2216）

さ

さつま町ホームページ　　http://www.satsuma-net.jp/
　　　　　　さつま町　　　で検索
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道
路
整
備
要
望

平
成
25
年
度

交
通
少
年
団
結
団
式

北
薩
ト
ン
ネ
ル
貫
通

「
川
内
隈
之
城
道
路
」

　
　
　
　
　
開
通
式

無
料
チ
ケ
ッ
ト
贈
呈

公
共
交
通
を
利
用
し

安
全
な
暮
ら
し
を

県
道
鶴
田
大
口
線

地
域
高
規
格
道
路

「
北
薩
横
断
道
路
」

交
通
安
全
を
呼
び

 

か
け
て
い
き
ま
す
!!

地
域
活
性
化
に
期
待

春
の
全
国

　
交
通
安
全
運
動

３
年
ぶ
り
の
入
学
式

永
野
金
山
の
秘
密

　　

４
月
10
日
、
盈
進
小
学
校
校
長

室
で
、
平
成
25
年
度
宮
之
城
交
通

少
年
団
（
盈
進
小
５
・
６
年
生
22

名
で
構
成
）
の
結
団
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

交
通
少
年
団
は
、
昭
和
49
年
4

月
に
西
日
本
で
初
め
て
結
成
さ
れ
、

長
い
伝
統
を
誇
り
、
地
域
の
交
通

安
全
の
た
め
に
頑
張
っ
て
き
ま
し

た
。

　

活
動
内
容
は
、
毎
月
20
日
の

「
交
通
安
全
の
日
」
に
宮
之
城
屋

地
本
町
交
差
点
に
て
立
哨
を
行
う

ほ
か
、
交
通
安
全
週
間
や
交
通
安

全
行
事
に
積
極
的
に
参
加
し
、
交

通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
す
。

　

結
団
式
で
は
、
盈
進
小
学
校

長
、
さ
つ
ま
警
察
署
長
、
さ
つ
ま

地
区
交
通
安
全
協
会
長
が
、
激
励

の
こ
と
ば
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

交
通
少
年
団
員
の
皆
さ
ん
は
、
交

通
少
年
団
の
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
、

団
員
と
し
て
の
決
意
を
宣
言
し
ま

し
た
。

　

４
月
19
日
に
は
第
1
回
目
の
活

動
が
あ
り
、
団
員
は
朝
早
く
か
ら

交
差
点
に
立
ち
、
警
察
官
の
指
導

な
ど
を
受
け
な
が
ら
真
剣
に
立
哨

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　　

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
４

月
６
日
か
ら
15
日
ま
で
の
10
日
間

行
わ
れ
、
本
町
に
お
い
て
も
様
々

な
交
通
安
全
運
動
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

10
日
に
は
、
５
０
０
人
街
頭
立

哨
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

交
通
安
全
に
対
す
る
意
識
の
高
揚

を
目
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の

で
、
町
民
の
み
な
さ
ん
に
も
参
加

し
て
い
た
だ
き
、
通
学
中
の
児

童
・
生
徒
や
出
勤
途
中
の
ド
ラ
イ

バ
ー
等
に
交
通
安
全
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。

　

他
に
も
、
町
内
各
事
業
所
や
各

種
団
体
の
方
々
が
、
近
く
の
主
要

道
路
に
お
い
て
、
独
自
に
交
通
安

全
運
動
の
呼
び
か
け
を
行
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

４
月
８
日
、
泊
野
小
学
校
で
、

３
年
ぶ
り
と
な
る
入
学
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
保
護
者
や
泊
野
区
の

方
々
が
参
列
す
る
中
、
帖
佐
直
哉

君
、
三
腰
晃
太
君
の
２
名
が
入
学

し
ま
し
た
。

　

緊
張
す
る
新
入
生
に
対
し
て
、

５
名
の
在
校
生
は
、
新
入
生
を
迎

え
る
歌
「
ド
キ
ド
キ
ド
ン
！
１
年

生
」
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

６
年
生
の
川
平
成
香
さ
ん
は
、

「
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら

な
ん
で
も
聞
い
て
く
だ
さ
い
。
み

ん
な
で
楽
し
く
遊
ん
だ
り
、
勉
強

し
た
り
し
ま
し
ょ
う
」
と
歓
迎
し
、

「
こ
れ
か
ら
全
校
児
童
７
名
で
、

仲
良
く
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
」
と

決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

永
野
小
学
校
６
年
生
の
飛
松
は

づ
き
さ
ん
（
現
在
薩
摩
中
学
校
１

年
生
）
が
、
永
野
金
山
の
歴
史
に

つ
い
て
調
べ
て
ま
と
め
た
作
品
が
、

平
成
24
年
度
鹿
児
島
県
小
学
校
社

会
科
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
良
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

飛
松
さ
ん
は
永
野
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
大
会
で
金
山
の
遺
構
を
紹
介
す

る
語
り
部
隊
と
し
て
参
加
。
も
っ

と
詳
し
く
調
べ
て
み
た
い
と
研
究

を
は
じ
め
ま
し
た
。
金
山
の
は
じ

ま
り
や
金
の
と
り
方
な
ど
丁
寧
に

ま
と
め
、
遺
跡
め
ぐ
り
や
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
に
も
挑
戦
し
た
そ
う
で
す
。

　

飛
松
さ
ん
は
「
永
野
に
は
立
派

な
金
山
が
あ
り
、
感
動
し
た
し
、

永
野
が
も
っ
と
好
き
に
な
り
ま
し

た
。
西
郷
菊
次
郎
さ
ん
に
つ
い
て

も
っ
と
詳
し
く
知
り
た
い
で
す
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

２
月
27
日
、
九
州
地
方
整
備
局

に
て
県
道
鶴
田
大
口
線
の
要
望
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

　

県
道
鶴
田
大
口
線
は
大
口
曽
木

か
ら
鶴
田
ダ
ム
を
経
て
さ
つ
ま
町

を
結
ぶ
重
要
な
道
路
で
す
が
、
幅

員
が
狭
く
離
合
も
困
難
な
一
般
県

道
で
あ
り
、
危
機
管
理
並
び
に
観

光
道
路
と
し
て
支
障
を
き
た
し
て

い
る
状
況
で
す
。

　

政
権
交
代
後
に
東
京
の
国
土
交

通
省
に
整
備
要
望
を
行
い
ま
し
た

が
、
今
回
さ
つ
ま
町
と
伊
佐
市
で
、

九
州
各
県
を
直
接
管
轄
す
る
九
州

地
方
整
備
局
に
対
し
、
鶴
田
ダ
ム

の
危
機
管
理
道
路
兼
観
光
道
路
と

し
て
の
整
備
や
老
朽
化
し
た
橋
梁

の
整
備
、
川
平
ト
ン
ネ
ル
の
整
備

な
ど
、
一
刻
も
早
い
対
応
を
要
望

し
ま
し
た
。　

　

３
月
10
日
、
伊
藤
鹿
児
島
県
知

事
や
薩
摩
川
内
市
長
、
出
水
市
長
、

さ
つ
ま
町
長
を
は
じ
め
地
元
選
出

国
会
議
員
な
ど
多
数
の
参
加
者
の

下
、
南
九
州
西
回
り
自
動
車
道

「
川
内
隈
之
城
道
路
」
の
開
通
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
は
、

熊
本
県
八
代
市
を
起
点
に
水
俣
市
、

出
水
市
、
薩
摩
川
内
市
を
経
て
鹿

児
島
市
に
至
る
総
延
長
約
１
４
０

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
高
規
格
道
路
で
、

九
州
南
西
部
の
地
域
経
済
の
活
性

化
、
地
域
間
の
移
動
時
間
の
短
縮

に
大
き
く
寄
与
す
る
高
規
格
幹
線

道
路
で
す
。

　

「
川
内
隈
之
城
道
路
」
は
薩
摩

川
内
市
都
町
か
ら
薩
摩
川
内
市
水

引
町
ま
で
の
延
長
10
．
２
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
で
、
今
回
（
薩
摩
川
内
高

江
Ｉ
Ｃ
〜
薩
摩
川
内
水
引
Ｉ
Ｃ
）

間
、
延
長
３
．
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

が
開
通
し
ま
し
た
。

　

今
後
の
供
用
開
始
予
定
と
し
て

は
、
（
薩
摩
川
内
都
Ｉ
Ｃ
〜
薩
摩

川
内
高
江
Ｉ
Ｃ
）
間
と
（
鶴
川
内

Ｉ
Ｃ
〜
阿
久
根
北
Ｉ
Ｃ
）
間
が
平

成
26
年
度
、
（
野
田
Ｉ
Ｃ
〜
阿
久

根
北
Ｉ
Ｃ
）
間
と
（
芦
北
Ｉ
Ｃ
〜

津
奈
木
Ｉ
Ｃ
）
間
が
平
成
27
年
度

に
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
高
規
格
道
路
「
北
薩
横
断

道
路
」
の
さ
つ
ま
町
と
出
水
市
を

結
ぶ
『
北
薩
ト
ン
ネ
ル
』
が
３
月

24
日
に
貫
通
し
ま
し
た
。

　

北
薩
ト
ン
ネ
ル
は
総
延
長
４
，

８
５
０
ｍ
で
、
県
が
管
理
す
る
国

道
・
県
道
の
ト
ン
ネ
ル
の
中
で
最

長
と
な
り
ま
す
。

　

出
水
市
と
さ
つ
ま
町
の
両
境
で

貫
通
式
と
鏡
開
き
が
執
り
行
わ
れ
、

県
や
関
係
自
治
体
、
整
備
促
進
期

成
会
、
工
事
関
係
者
な
ど
約
２
３

０
人
が
見
守
る
中
、
貫
通
式
で
は
、

最
後
に
残
っ
た
厚
さ
1
．
5
ｍ
の

岩
盤
を
爆
破
し
、
ト
ン
ネ
ル
の
貫

通
を
祝
い
ま
し
た
。

　

こ
の
道
路
は
、
鹿
児
島
県
北
部

地
域
の
浮
揚
発
展
に
欠
か
せ
な
い

極
め
て
重
要
な
道
路
で
あ
り
、
北

薩
空
港
幹
線
道
路
整
備
促
進
期
成

会
（
会
長
さ
つ
ま
町
長
日
髙
政

勝
）
で
も
毎
年
国
・
県
等
関
係
機

関
に
対
し
、
早
期
完
成
を
強
く
要

望
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
、
ト
ン
ネ
ル
内
の
整
備
工

事
を
進
め
、
数
年
内
の
完
成
を
目

指
し
ま
す
が
、
完
成
す
れ
ば
北
薩

地
域
の
交
通
ア
ク
セ
ス
が
大
幅
に

改
善
さ
れ
、
物
流
促
進
や
地
域
間

交
流
、
交
通
事
故
抑
止
な
ど
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　

４
月
５
日
、
町
長
室
で
無
料
チ

ケ
ッ
ト
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
65
歳
以
上
の
運
転
免

許
証
返
納
者
に
対
し
、
町
の
地
域

公
共
交
通
で
あ
る
「
乗
合
タ
ク
シ

ー
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
」
の
無

料
券
を
配
布
し
、
高
齢
者
の
交
通

事
故
防
止
と
と
も
に
新
た
な
交
通

手
段
と
し
て
活
用
し
て
頂
く
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
式
で
は
、

返
納
者
第
一
号
の
二
ツ
木
悦
男
さ

ん
（
虎
居
地
区
）
に
さ
つ
ま
警
察

署
の
中
村
署
長
よ
り
無
料
チ
ケ
ッ

ト
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
今
後
も
さ
つ
ま
警
察

署
に
て
返
納
時
に
無
料
チ
ケ
ッ
ト

を
配
布
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

８広報さつま９ 広報さつま

中央の吉崎九州地方整備局長に要望する日髙町長

作品を手にする飛松はづきさん

500人街頭立哨の様子

交通少年団の敬礼！

警察官の説明を真剣に聞く団員ら

全校児童で仲良く頑張ります！

開通式のテープカットの様子

関係者らによる記念撮影

無料チケットを受け取る二ツ木さん（中央）

上級生らしく立派に活動していました



のニュースちま人々が織りなす　元気で快適な　活力あるまち

宮
中
男
子
バ
レ
ー
部

泊
野
観
光
た
け
の
こ
園

旬
の
味
を
堪
能

快
挙 

九
州
３
位

Ｎ
Ｈ
Ｋ
生
放
送
『
か
ご
し
ま
大
作
戦
』
に
Ｔ
Ｒ
Ｙ
♪

さ
つ
ま
町
の
魅
力
を

　
　
　
　
発
信
し
た
１
時
間

あ
な
た
も

　
さ
つ
ま
る
ち
ゃ
ん

変
身
グ
ッ
ズ

　
　
販
売
開
始
!!

さつま町の紹介や町民の皆様のいきい

きとした表情、挑戦に元気をもらいま

した。また、たくさんのお便りも番組

にお寄せいただき感謝・感謝です。こ

れからも皆様の挑戦を応援していきま

す。僕の挑戦もこれからまだまだ続き

ますよ。目指せ『ゆるキャラNo.１』

マ
ン
ゴ
ー
出
荷

　 

ス
タ
ー
ト
!

ア
ユ
の
稚
魚
放
流

　

さ
つ
ま
町
女
性
い
き
い
き
推
進

会
議
の
委
員
11
名
は
、
町
内
の
す

ば
ら
し
い
観
光
資
源
に
目
を
向
け
、

町
内
の
文
化
財
や
歴
史
を
学
ん
だ

り
、
名
所
を
ゆ
っ
く
り
楽
し
み
な

が
ら
遊
ん
だ
り
し
て
、
さ
つ
ま
町

の
良
さ
を
再
認
識
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
い
う
思
い
で
「
い
き
い
き

マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
町

内
の
各
施
設
に
配
布
し
、
二
ヵ
年

の
活
動
を
終
了
し
ま
し
た
。

委員から町長へ「いきいきマップ」を贈呈

観光案内所に配布しました

い
き
い
き
マ
ッ
プ
作
成

　３月31日、時吉区の休耕田でチューリ

ップ祭りが開催されました。

　今年は雨のため１週間遅れての開催とな

りましたが、町内外からたくさんの人が訪

れ、色とりどりのチューリップの前で写真

撮影をするなど楽しまれていました。

みんな仲良くスケッチ大会

咲き誇る

10広報さつま11 広報さつま

　

３
月
25
日
〜
27
日
に
佐
賀
市
を

中
心
に
開
催
さ
れ
た
第
30
回
九
州

中
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
抜
優
勝

大
会
に
、
宮
之
城
中
学
校
男
子
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
部
が
県
代
表
と
し
て

出
場
し
ま
し
た
。

　

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
は
宮
崎

西
中
学
校
、
長
崎
県
日
見
中
学
校

を
下
し
、
準
決
勝
に
進
出
。
沖
縄

県
佐
良
浜
中
学
校
に
惜
し
く
も
敗

れ
ま
し
た
が
、
九
州
第
３
位
と
い

う
輝
か
し
い
成
績
を
お
さ
め
ま
し

た
。

　

４
月
５
日
、
町
長
室
に
て
日
髙

政
勝
町
長
に
結
果
を
報
告
し
、
今

後
の
更
な
る
活
躍
を
誓
い
ま
し
た
。

　

３
月
26
日
の
午
後
８
時
か

ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ
鹿
児
島
放
送
局
で

生
放
送
さ
れ
た
『
か
ご
し
ま

大
作
戦
』
に
さ
つ
ま
る
ち
ゃ

ん
を
は
じ
め
町
の
職
員
ら
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

さ
つ
ま
る
ち
ゃ
ん
は
田
上

リ
ポ
ー
タ
ー
の
ア
シ
ス
タ
ン

ト
と
し
て
お
便
り
を
運
ん
だ

り
、
パ
ネ
ル
を
見
せ
た
り
と

頑
張
り
ま
し
た
。
以
下
、
さ

つ
ま
る
ち
ゃ
ん
の
コ
メ
ン
ト

で
す
。

　

さ
つ
ま
町
観
光
協
会
で
は
、
さ

つ
ま
る
ち
ゃ
ん
グ
ッ
ズ
第
一
弾
と

し
て
『
あ
な
た
も
さ
つ
ま
る
ち
ゃ

ん
に
な
れ
ま
す
よ
』
「
冠
（
か
ん

む
り
）
」
を
制
作
し
、
宮
之
城
鉄

道
記
念
館
（
さ
つ
ま
物
産
館
）
で

販
売
し
て
い
ま
す
。
（
１
シ
ー
ト

１
０
０
円
）
そ
れ
ぞ
れ
の
パ
ー
ツ

を
切
り
取
り
組
み
合
わ
せ
て
、
さ

つ
ま
る
ち
ゃ
ん
に
変
身
で
き
ま
す
。

み
ん
な
で
作
っ
て
楽
し
め
る
グ
ッ

ズ
で
す
。
お
遊
戯
会
、
サ
ロ
ン
、

イ
ベ
ン
ト
等
で
是
非
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

　

３
月
31
日
、
泊
野
観
光
た
け
の

こ
園
の
オ
ー
プ
ン
式
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
の

後
、
泊
野
地
区
筍
生
産
振
興
会
代

表
の
三
腰
佑
昭
さ
ん
が
た
け
の
こ

掘
り
の
指
導
を
さ
れ
、
参
加
者
74

名
は
そ
れ
ぞ
れ
の
た
け
の
こ
園
に

分
か
れ
使
い
慣
れ
な
い
「
く
わ
」

を
使
っ
て
た
け
の
こ
掘
り
に
挑
戦

し
ま
し
た
。

　

昼
食
で
は
、
地
元
の
林
産
女
性

グ
ル
ー
プ
が
丹
精
込
め
て
作
ら
れ

た
「
た
け
の
こ
づ
く
し
の
料
理
」

を
味
わ
い
な
が
ら
、
「
み
や
ん
じ

ょ
五
ッ
太
鼓
（
雲
母
流
）
」
の
演

奏
や
抽
選
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
方
か
ら
は
、

「
さ
つ
ま
町
の
た
け
の
こ

は
美
味
し
く
て
毎
年
参
加

し
て
い
ま
す
」
「
さ
つ
ま

町
の
た
け
の
こ
を
食
べ
た

ら
他
の
所
の
も
の
は
食
べ

ら
れ
な
い
」
な
ど
の
声
も

聞
か
れ
ま
し
た
。

　

２
回
目
も
４
月
７
日
に

開
催
さ
れ
、
77
名
の
参
加

者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

４
月
11
日
、
福
岡
観
光
農
園

（
園
主　

福
岡
喜
一
郎
さ
ん
）
で
、

生
産
者
、
関
係
者
が
一
堂
に
会
し
、

北
さ
つ
ま
農
協
マ
ン
ゴ
ー
部
会
に

よ
る
収
穫
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
町
で
は
、
５
名
の
生
産
者
で
64

a
が
栽
培
さ
れ
て
お
り
約
11
ト
ン

の
出
荷
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
、
安
心
で
安
全
な
証
で
あ
る

「
か
ご
し
ま
の
農
林
水
産
物
認
証

（
Ｋ‐

Ｇ
Ａ
Ｐ
）
」
を
取
得
し
て

い
る
ほ
か
、
昨
年
５
月
か
ら
「
県

域
か
ご
し
ま
ブ
ラ
ン
ド
産
地
」
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

出
荷
は
、
北
さ
つ
ま
農
協
を
通

じ
て
鹿
児
島
・
東
京
・
名
古
屋
の

市
場
へ
出
荷
さ
れ
る
ほ
か
、
町
内

の
直
売
所
で
も
販
売
さ
れ
ま
す
の

で
「
母
の
日
」
の
贈
り
物
な
ど
に

是
非
、
御
利
用
く
だ
さ
い
。

　

本
町
を
流
れ
る
川
内
川
本
支
流

に
お
い
て
、
４
月
５
日
と
26
日
に

稚
ア
ユ
放
流
が
、
川
内
川
漁
業
協

同
組
合
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

体
長
５
〜
７
㎝
の
稚
ア
ユ
を
約

１
７
０
㎏
放
流
し
、
６
月
１
日
の

ア
ユ
漁
解
禁
ま
で
に
、
大
き
く
成

長
す
る
こ
と
を
祈
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
川
内
川
漁
業
協
同
組
合

が
毎
年
実
施
し
て
い
る
事
業
で
、

第
７
回
川
内
川
鮎
ま
つ
り
が
６
月

２
日
に
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

おいしいマンゴーいかがですか？

たけのこづくしの「きらら定食」 宮之城中学校男子バレーボール部のメンバー

みなさんもいろんなグッズを
作ってみてください♪

スタッフ、出演者のみなさんと記念撮影♪
二渡水辺公園付近での放流の様子

こんなにたくさん採れました！

色鮮やかに色鮮やかに色鮮やかに
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日本人の死因の第１位はがんです。年間３０万人を超える人ががんにより命を落としています。

さつま町でも、全国平均と同じく３人に１人の方が、がんで亡くなっています。

　現在、胃がんは男女とも減少傾向にありますが、大腸がんがそれに反して増えています。

　大腸がんの初期症状は、便に血が混ざったり、便の表面に血液や粘液が付着したりというよ

うな血便がでることが見受けられます。痔と症状が似ているため、痔だと思い込んでいたら実

は大腸がんだったというケースもあります。自己診断はせず、病院で検診を受けましょう。

　自覚症状がないうちから定期的に検診を受け続けることが、がんの早期

発見・早期治療につながり、自身の命を守ることへつながります。

　検診は受診すれば終わりではありません。「詳しい検査が必要」となら

れた方は、病気の有無を確認し、必要な場合は適切な治療を受けることが、

健康寿命の延伸につながります。

　平成２５年度のがん検診の申込みをされた方には、検診前に受診票をお

届けします。大切な自分と家族のためにぜひ、がん検診を受けましょう。

　さつま町でも肺がんは増加の一途をたどっています。肺がんは、タバコを吸う人の発生率が

吸わない人に比べて高いと言われています。肺がん予防のためにぜひ禁煙を心がけましょう。

　　

簡
単
な
読
み
書
き
計
算
の
学
習
で
、
認
知

症
の
予
防
と
、
仲
間
づ
く
り
の
場
と
な
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
教
室
で
す
。

　

週
１
回
30
分
程
度
、
学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
の

助
言
を
受
け
な
が
ら
学
習
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
教
室
が
な
い
日
も
無
理
の
な
い
範

囲
で
、
毎
日
学
習
が
継
続
で
き
る
よ
う
サ
ポ

ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

【
対
象
者
】
概
ね
65
歳
以
上
の
元
気
な
方

　
　
　

（
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
方
）

【
募
集
人
員
】
各
会
場
10
〜
20
名

　
　
　
　
　
　

※

先
着
順
で
す
。

【
教
室
日
】
平
成
25
年
６
月
〜
11
月

【
開
催
場
所
】

　

求
名
交
流
館　
　
　
　

【
毎
週
火
曜
日
】

　

鶴
田
中
央
公
民
館　
　

【
毎
週
火
曜
日
】

　

山
崎
地
区
公
民
館　
　

【
毎
週
水
曜
日
】

　

屋
地
楽
習
館　
　
　
　

【
毎
週
木
曜
日
】

　

永
野
交
流
館　
　
　
　

【
毎
週
木
曜
日
】

※

希
望
さ
れ
る
場
所
で
受
講
が
可
能
で
す
。

【
教
材
費
】
１
か
月　

約
２
，
３
０
０
円

（
週
１
回
の
教
室
学
習
と
毎
日
の
自
宅
学
習

の
教
材
費
）

【
申
込
方
法
】

　

５
月
17
日
（
金
）
ま
で
に
電
話
で
下
記
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
生
活
リ
ズ
ム
の
一
つ
に

　

な
っ
た
こ
と
が
う
れ
し
い
。

●
忘
れ
た
こ
と
を
思
い
出
せ
る
よ
う
に
な
っ

た
気
が
し
ま
す
。

●
読
み
の
教
材
の
中
に
昔
話
や
童
話
が
あ
る

の
で
、
自
分
が
小
学
生
だ
っ
た
と
き
、
学

芸
会
の
劇
に
出
演
し
た
こ
と
を
思
い
出
し

懐
か
し
い
思
い
出
に
浸
れ
る
。

●
１
週
間
が
く
る
の
が
待
ち
遠
し
い
。

学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は…

　

教
室
で
高
齢
者
と
交
流
し
な
が
ら
、
助
言

や
指
導
に
あ
た
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

の
こ
と
で
す
。

【
対
象
者
】
概
ね
60
歳
ま
で
の
方
で
、
高
齢

者
の
健
康
増
進
及
び
介
護
予
防
に
理
解
の
あ

る
方
。
ま
た
、
事
前
研
修
（
１
回
）
に
参
加

可
能
な
方
。

【
活
動
内
容
】

　

学
習
者
と
の
交
流
や
助
言
・
指
導

（
サ
ポ
ー
タ
ー
１
人
に
学
習
者
２
人
程
度
）

　
【
申
込
方
法
】 

　

５
月
10
日(

金)

ま
で
に
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　

３
月
、
新
庁
舎
建
設
の
基
礎
工
事
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　

工
事
は
役
場
東
側
を
Ａ
工
区
、
西
側

を
Ｂ
工
区
に
分
け
、
先
行
の
Ａ
工
区
で

は
鉄
筋
工
事
・
型
枠
工
事
と
進
め
ら
れ
、

下
旬
に
は
基
礎
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
打
設

さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｂ
工
区
で
は
、
３
月
中
旬
に
地
盤
改

良
工
事
が
終
了
し
、
鉄
筋
工
事
が
進
め

ら
れ
ま
し
た
。

　

４
月
、
Ａ
工
区
で
は
型
枠
が
外
さ
れ
、

埋
め
戻
し
の
後
、
土
間
工
事
に
入
り
、

Ｂ
工
区
で
は
型
枠
工
事
終
了
後
に
基
礎

コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
打
設
さ
れ
ま
し
た
。

日本で一番多くなった肺がん

検診と精密検査の大切さ

増えている大腸がん

※打設…コンクリートを枠の中に流し込むことポンプ車を使って基礎コンクリート打設が行われました。

「
脳
の
す
こ
や
か
塾
」

「
脳
の
す
こ
や
か
塾
」

参
加
者
・
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

脳
の
す
こ
や
か
塾
と
は…

参
加
者
募
集

参
加
者
の
声

新
規
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

【
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

介
護
保
険
課
介
護
予
防
係

（
さ
つ
ま
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　

☎（
52
）
４
６
９
０
（
直
通
）

　

☎（
53
）
１
１
１
１
（
内
線
２
１
７
１
）

・
鶴
田
中
央
公
民
館
（
火
）
９
時
30
分
～

・
求
名
交
流
館
　
　
（
火
）
９
時
30
分
～

・
山
崎
地
区
公
民
館
（
水
）
９
時
30
分
～

・
永
野
交
流
館
　
　
（
木
）
13
時
30
分
～

・
屋
地
楽
習
館
　
　
（
木
）
９
時
30
分
～

現
在
、

自
主
講
座

開
催
中
！

見学
大歓迎!!

新
庁
舎
建
設
事
業

《
現
場
だ
よ
り
》

Ｂ工区(役場西側）Ｂ工区(役場西側）

 ～大切な自分と家族のために～

お問い合わせ先　健康増進課　健康増進係　☎ 53-1111（内線2143・2144）

がん検診を受けましょう

さつま町では３人に１人が【がん】で亡くなっています

新
規
新
規

※
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福
祉
課
　
子
ど
も
福
祉
係

　
　
　
　
　
　 

内
線
２
１
３
３

児
童
手
当
制
度

文
化
課
　
文
化
係

　
　
　
　
　
　 

内
線
２
５
５
２

町
の
文
化
財
を

　
　
　
案
内
し
ま
す

４月子牛せり市結果　期日：４月８日(月)～９日(火） （単位：頭・円・kg）（消費税抜き、売却分）

性別

めす 296 140,998,000 1,407,000 476,345 277

302

291

502,848

491,541

790,000

1,407,000

192,088,000

333,756,000

382

679

去勢

合計

頭数 総売上高 最高価格 平均価格 平均体重 前回比（対３月分）

19,532円安値

雄 1 670,000 670,000 670,000 200

 2,509円安値

9,500円安値

扶養親族等の数

０人 ６２２万円

６６０万円

６９８万円

７３６万円

７７４万円

８１２万円

１人

２人

３人

４人

５人

所得制限限度額
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１
　
目
的

　

児
童
手
当
制
度
は
、
児
童
を

養
育
し
て
い
る
方
に
手
当
を
支

給
す
る
こ
と
に
よ
り
、
家
庭
等

に
お
け
る
生
活
の
安
定
に
寄
与

す
る
と
と
も
に
、
次
代
の
社
会

を
担
う
児
童
の
健
や
か
な
成
長

に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま

す
。

２
　
児
童
手
当
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
方

　

町
内
に
居
住
し
、
中
学
校
修

了
前
（
15
歳
到
達
後
の
最
初
の

３
月
31
日
ま
で
）
の
児
童
を
養

育
し
て
い
る
方
。

３
　
支
給
額

児
童
１
人
に
つ
き

○
所
得
制
限
限
度
額
内
の
方

・
０
歳
〜
３
歳
未
満
の
児
童

　
　
　
　

１
５
，
０
０
０
円

・
３
歳
以
上
〜
小
学
校
修
了
前

ま
で
の
児
童
１
０
，
０
０
０
円

（
第
３
子
以
降
は
１
５
，
０
０

０
円
）

・
中
学
生
１
０
，
０
０
０
円

※
第
３
子
以
降
の
数
え
方
は
、

18
歳
未
満
到
達
後
の
最
初
の

３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る

児
童
の
出
生
順
で
す
。

○
所
得
制
限
限
度
額
を
超
え
る
方

・
５
，
０
０
０
円
（
当
分
の
間
）

　

平
成
24
年
６
月
か
ら
適
用

〈
児
童
手
当
の
所
得
制
限
〉

　

申
請
者
の
前
年
分
（
１
月
か

ら
５
月
分
ま
で
の
手
当
に
つ
い

て
は
前
々
年
分
）
の
所
得
が
所

得
制
限
限
度
額
以
上
の
場
合
は
、

児
童
の
年
齢
に
関
わ
ら
ず
、
中

学
生
ま
で
の
児
童
１
人
に
つ
き

５
，
０
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

　

所
得
制
限
限
度
額
は
、
申
請

者
の
前
年
の
収
入
か
ら
給
与
所

得
控
除
、
医
療
費
等
の
控
除
、

社
会
保
険
料
相
当
額
（
一
律
８

０
，
０
０
０
円
）
を
控
除
し
た

額
で
す
。

４
　
申
請
手
続
き

・
印
鑑
（
ス
タ
ン
プ
印
以
外
）

・
厚
生
年
金
、
共
済
組
合
に
加

入
さ
れ
て
い
る
方
は
、
申
請

者
の
健
康
保
険
証
の
写
し

・
申
請
者
名
義
の
金
融
機
関
の

　

預
金
通
帳
等
（
口
座
番
号
等

が
確
認
で
き
る
も
の
）

こ
の
他
に
、
必
要
に
応
じ
て
提

出
の
必
要
な
書
類
が
あ
り
ま
す
。

５
　
支
給
の
開
始

　

児
童
手
当
は
、
原
則
、
申
請

し
た
月
の
翌
月
分
か
ら
支
給
さ

れ
ま
す
。
た
だ
し
、
出
生
日
や

転
出
予
定
日
（
異
動
日
）
が
月

末
に
近
い
場
合
、
申
請
が
翌
月

に
な
っ
て
も
異
動
日
の
翌
日
か

ら
15
日
以
内
の
申
請
で
あ
れ
ば
、

申
請
月
か
ら
支
給
し
ま
す
。
申

請
が
遅
れ
る
と
、
遅
れ
た
月
分

の
手
当
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

６
　
支
給
月
日

・
平
成
25
年
６
月
12
日
（
水
）

　
　

平
成
25
年
２
〜
５
月
分

・
平
成
25
年
10
月
11
日
（
金
）

　
　

平
成
25
年
６
〜
９
月
分

・
平
成
26
年
２
月
12
日
（
水
）

　
　

平
成
25
年
10
月
〜

　
　

平
成
26
年
１
月
分

７
　
現
況
届

（
１
）
児
童
手
当
を
受
給
し
て

い
る
方
は
、
毎
年
６
月
中
に

現
況
届
（
６
月
１
日
現
在
で

受
給
者
が
加
入
し
て
い
る
年

金
や
児
童
の
養
育
状
況
等
）

を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

（
２
）
現
況
届
は
、
６
月
分
以

降
の
手
当
の
受
給
資
格
に
つ

い
て
確
認
を
行
う
も
の
で
す
。

（
３
）
６
月
初
旬
に
受
給
者
の

方
へ
現
況
届
の
案
内
文
を
送

付
し
ま
す
の
で
、
必
ず
期
限

内
（
６
月
中
）
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

さ
つ
ま
町
役
場　

　

☎（
53
）
１
１
１
１

・
本
庁　

　

福
祉
課　

子
ど
も
福
祉
係

　
　
　
　

（
内
線
２
１
３
３
）

・
鶴
田
支
所　

保
健
福
祉
係　

　
　
　
　

（
内
線
４
１
１
５
）

・
薩
摩
支
所　

保
健
福
祉
係　

　
　
　
　

（
内
線
６
１
２
４
）

　

さ
つ
ま
町
に
は
、
町
の
歴
史

と
町
内
に
残
っ
て
い
る
史
跡
・

文
化
財
を
案
内
す
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
さ
つ
ま
ガ
イ

ド
」
が
あ
り
、
現
在
11
名
の
会

員
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
地
域

で
守
ら
れ
て
き
た
文
化
財
を
通

し
て
、
多
く
の
人
に
先
人
た
ち

が
残
し
た
歴
史
と
そ
の
遺
産
を

守
っ
て
い
く
大
切
さ
を
知
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
の
で
、
学
習
の
一
環
や
研
修

等
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ガ
イ
ド
の
申
し
込
み

は
10
日
前
ま
で
に
、
指
定
の
申

込
書
に
ご
記
入
の
う
え
、
教
育

委
員
会
文
化
課
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　
■
町
内
の
歴
史
を
学
べ
る
場
所

や
代
表
的
な
文
化
財

・
宮
之
城
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー

・
ふ
る
さ
と
薩
摩
の
館

・
宗
功
寺
跡
・
永
野
金
山

・
紫
尾
神
社
・
山
崎
御
仮
屋
跡

・
大
願
寺
跡
墓
石
塔
群

・
興
詮
寺
（
本
堂
）
内
陣

・
別
府
原
古
墳
群　

ほ
か
、
県

指
定
・
町
指
定
文
化
財
な
ど

※
ご
希
望
に
よ
り
、
複
数
の
場

所
を
案
内
す
る
コ
ー
ス
も
設
定

で
き
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会　

　

文
化
課　

文
化
係

　

☎（
53
）
１
１
１
１

　
　
　
　

（
内
線
２
５
５
２
）

※相談委員の担当区域に関わらず、どこの会場でも構いませんのでご相談ください。

※５月以外でも、次のとおり行政相談を実施しますので、お気軽にご相談ください。

（宮之城ひまわり館では、心配ごと相談と一緒に実施します。）

■お問い合わせ先：総務課 秘書人事係　☎53-1111（内線2212）

毎月第３木曜日

８月１２日(月)
１０月２１日(月)

２月２４日(月)

８月１２日(月)
９月　９日(月)

１０月２１日(月)

１２月１６日(月)
２月２４日(月)

午前　９時～正午

午前　９時～正午

午前１０時～正午

鶴田支所(１階相談室)

薩摩支所(旧館１階会議室)

宮之城ひまわり館(相談室) 小島　泰秀

開　催　日 時　　間 場　　　所 相談委員

東郷　光行

竪山　修啓

佐志地区公民館(図書室)

開　催　日 時　　間 場　　　所 相談委員

５月１３日(月) 午前　９時～正午

午前１０時～正午

午前１０時～正午

午前１０時～正午

午前１０時～正午

５月２０日(月)

５月２１日(火)

５月２２日(水)

５月２３日(木)

鶴田支所(１階相談室)

薩摩支所(旧館１階会議室)

虎居地区公民館(小会議室)

山崎地区公民館(和室)

宮之城ひまわり館(相談室)

東郷　光行

竪山　修啓

小島　泰秀

行政に対するご相談は
行政相談委員へ

行政に対するご相談は
行政相談委員へ

【さつま町の行政相談委員】
◆宮之城地区担当　小島　泰秀　　さつま町轟町８番地４　　　　　☎５３－２３９６
◆鶴田地区担当　東郷　光行　　さつま町神子７２０番地８　　　☎５９－２６２９
◆薩摩地区担当　竪山　修啓　　さつま町求名１２５７０番地　　☎５７－１５５４

【行政相談日程】

行政相談所を開設します ～行政の悩みごとについて
　　　相談してみませんか～

　毎日の暮らしの中で、国・県・町が行っている仕事への疑問や相談ごとはありませんか。
「行政相談委員」が、次のとおり行政相談所を開設しますので、お気軽にご相談ください。
　なお、相談は無料で、秘密は堅く守られます。

平成２５年４月１日付けで次の方々が、
行政相談委員（総務大臣委嘱）に委嘱されました。
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総
務
課　

広
報
文
書
係

　
　
　
　
　
　

 

内
線
２
２
１
４

平
成
25
年
度
県
政

ア
ン
ケ
ー
ト
モ
ニ
タ
ー
募
集

総
務
課　

広
報
文
書
係

　
　
　
　
　
　

 

内
線
２
２
１
４

鹿
児
島
県
政
出
前

セ
ミ
ナ
ー
申
込
受
付
中

農
業
者
年
金

　
受
給
者
の
皆
様
へ

農
業
委
員
会　

農
地
係

　
　
　
　
　

 　

内
線
２
４
４
１

農
業
者
年
金
の
特
徴

職
業
訓
練
指
導
員
講
習

パスポートの申請は

　パスポートの申請・受領の窓口は役場町

民課（本庁）になります。町内の方は、県

のパスポート窓口を原則利用できませんの

で、ご注意ください。

■お問い合わせ先　町民課　町民係

　　☎53－1111（内線2123・2124）

役場町民課へ
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県
で
は
、
県
民
の
皆
様
か
ら

の
要
望
に
応
じ
て
、
県
政
の
課

題
や
重
点
施
策
な
ど
に
つ
い
て

県
職
員
が
直
接
お
伺
い
し
説
明

を
行
う
「
か
ご
し
ま
県
政
出
前

セ
ミ
ナ
ー
」
の
申
し
込
み
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
御

活
用
く
だ
さ
い
。

■
対
象

　

自
治
会
や
サ
ー
ク
ル
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
な
ど
、
お
お
む
ね
20
人
以
上

の
参
加
が
見
込
め
る
会
合
や
研

修
会
な
ど
（
県
庁
見
学
（
月
・

水
・
金
曜
日
）
に
併
せ
て
県
庁

で
も
実
施
で
き
ま
す
。
）

■
実
施
時
間

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
９
時

　

（
土
・
日
・
祝
日
は

　
　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時
）

■
申
込
方
法

　

開
催
日
の
１
か
月
前
ま
で
に

郵
便
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

テ
ー
マ
メ
ニ
ュ
ー

・
県
政
の
広
報
・
広
聴
活
動

・
か
ご
し
ま
の
さ
か
な

・
鹿
児
島
本
格
焼
酎
の
魅
力
・

取
組
な
ど

　

テ
ー
マ
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
詳
し

く
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.pref.kagoshim

a.jp/kohokocho/sem
inar/i

ndex.htm
l

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
広
報
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）２
０
９
３

　
F
A
X 

０
９
９
（
２
８
６
）２
１
１
９

e-m
ail: kenm

in-koe@
pref.ka

goshim
a.lg.jp

　

職
業
訓
練
指
導
員
の
免
許
を

取
得
し
た
い
方
を
対
象
に
、
講

習
会
を
実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、
講
習
終
了
後
に
県
知

事
に
申
請
す
る
こ
と
で
、
免
許

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
期
日

　

平
成
25
年
７
月
29
日
（
月
）

か
ら
８
月
７
日
（
水
）
の
う
ち

６
日
間
（
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
）

■
会
場

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
鹿
児
島

（
予
定
）

　

鹿
児
島
市
東
郡
元
町
14-

３

■
受
講
資
格

・
技
能
検
定
（
国
家
試
験
）
の

　

１
級
・
単
一
等
級
合
格
者

・
職
業
能
力
開
発
校
修
了
者
で

　

４
年
〜
10
年
の
実
務
経
験
者

・
学
校
教
育
法
に
よ
る
免
許
職

　

種
に
関
す
る
学
科
を
修
め
た

　

者
で
、
大
学
卒
者
２
年
、
短

　

大
・
高
専
卒
者
４
年
、
高
校

　

卒
者
７
年
の
実
務
経
験
の
あ

　

る
者

■
受
付
期
間

　

平
成
25
年
５
月
27
日
（
月
）

　
　

〜
６
月
７
日
（
金
）
必
着

■
受
講
料　

１
万
２
０
０
０
円

■
定
員　

30
名

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

県
職
業
能
力
開
発
協
会

　

☎
０
９
９
（
２
２
６
）３
２
４
０

　　

今
月
中
に
独
立
行
政
法
人
農

業
者
年
金
基
金
よ
り
、
受
給
者

の
皆
様
へ
現
況
届
出
（
農
業
委

員
会
提
出
用
）
が
郵
送
さ
れ
ま

す
。

　

家
族
や
本
人
等
が
内
容
を
確

認
し
、
本
人
か
家
族
の
代
筆

（
入
院
等
の
場
合
）
の
う
え
指

定
期
日
ま
で
に
本
庁
農
業
委
員

会
事
務
局
ま
た
は
鶴
田
・
薩
摩

各
支
所
（
経
済
係
）
ま
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

未
提
出
の
場
合
、
年
金
の
支

給
が
停
止
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ

り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

☎
（
53
）
１
１
１
１

　

本
庁
農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　

内
線
２
４
４
１

　

鶴
田
支
所
経
済
係　

　
　
　
　
　
　

内
線
４
１
２
１

　

薩
摩
支
所
経
済
係　

　
　
　
　
　
　

内
線
６
１
３
２

　　

農
業
者
年
金
は
、
自
ら
が
積

み
立
て
た
保
険
料
と
運
用
益
に

よ
っ
て
、
将
来
受
け
取
る
年
金

額
が
決
ま
る
「
積
み
立
て
方

式
」
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、
農
業
者
年
金
は
世
代

間
格
差
の
問
題
は
な
く
、
ま
た

平
均
余
命
の
伸
び
が
年
金
財
政

に
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

☆
国
民
年
金
加
入
者
で
農
業
に

従
事
さ
れ
て
い
る
方
は
誰
で
も

加
入
で
き
ま
す
。

　

60
歳
未
満
の
国
民
年
金
第
１

号
被
保
険
者
で
あ
っ
て
年
間
60

日
以
上
農
業
に
従
事
し
て
い
る

方
は
誰
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

　

配
偶
者
や
、
後
継
者
な
ど
家

族
農
業
従
事
者
の
方
も
加
入
で

き
ま
す
。

☆
少
子
高
齢
化
時
代
に
強
い
年

金
で
す
。

　

年
金
資
産
は
安
全
か
つ
効
率

的
に
運
用
し
て
い
ま
す
。

　

自
分
が
必
要
と
す
る
年
金
額

の
目
標
に
向
け
て
、
保
険
料
を

自
由
に
決
め
ら
れ
（
月
額
２
万

円
〜
６
万
７
千
円
）
、
経
営
の

状
況
や
老
後
設
計
に
応
じ
て
い

つ
で
も
見
直
せ
ま
す
。

☆
終
身
年
金
で
80
歳
ま
で
の
保

証
付
で
す
。

　

農
業
者
老
齢
年
金
は
、
原
則

65
歳
か
ら
生
涯
受
け
取
る
こ
と

が
出
来
ま
す
。
仮
に
80
歳
前
に

亡
く
な
ら
れ
た
場
合
で
も
、
80

歳
ま
で
に
受
け
取
る
は
ず
で
あ

っ
た
農
業
者
老
齢
年
金
の
額
の

現
在
価
値
に
相
当
す
る
額
を
ご

遺
族
に
死
亡
一
時
金
と
し
て
支

給
し
ま
す
。

☆
税
の
特
例
が
あ
り
ま
す
。

★
支
払
っ
た
保
険
料
は
、
全
額

（
1
人
当
た
り
最
高
年
額
80

万
4
千
円
）
が
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
と
な
り
、
所
得

税
・
住
民
税
が
節
税
に
。

★
保
険
料
を
農
業
者
年
金
基
金

が
運
用
し
て
得
ら
れ
る
収
益

（
運
用
益
）
は
非
課
税
で
す
。

★
将
来
受
け
取
る
農
業
者
年
金

に
は
公
的
年
金
等
控
除
が
適

用
（
公
的
年
金
等
の
合
計
額

が
１
２
０
万
円
ま
で
は
非
課

税
）
さ
れ
ま
す
。

☆
認
定
農
業
者
等
一
定
の
要
件

を
満
た
す
方
に
は
、
保
険
料
の

国
庫
補
助
が
あ
り
ま
す
。

　

認
定
農
業
者
で
青
色
申
告
を

し
て
い
る
方
や
そ
の
方
と
家
族

協
定
を
結
ん
だ
配
偶
者
・
後
継

者
の
方
等
一
定
の
要
件
を
満
た

す
方
に
は
、
保
険
料
の
国
庫
補

助
（
月
額
最
高
１
万
円
、
通
算

す
る
と
最
大
で
２
１
６
万
円
）

が
あ
り
ま
す
。

　
農
業
者
年
金
に
関
す
る
相
談

は
、
地
区
担
当
農
業
委
員
・
農

業
委
員
会
・
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
ま

で
ご
連
絡
下
さ
い
。

　　

県
政
に
対
す
る
県
民
の
皆
さ

ん
の
ご
意
見
や
ご
提
案
を
広
く

お
聴
き
し
、
今
後
の
諸
施
策
を

進
め
る
上
で
の
参
考
に
さ
せ
て

い
た
だ
く
た
め
、
県
政
ア
ン
ケ

ー
ト
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

■
仕
事
内
容

　

県
政
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
へ
の
回
答

■
任
期

　

平
成
25
年
９
月
１
日
〜

　

平
成
27
年
８
月
31
日

　
　
　
　
　
　
　

（
２
年
間
）

■
応
募
資
格

　

20
歳
以
上
の
県
内
居
住
者
で
、

県
政
に
関
心
を
持
ち
、
そ
の
推

進
・
向
上
に
協
力
い
た
だ
け
る

方
（
国
又
は
地
方
公
共
団
体
の

議
会
の
議
員
、
常
勤
の
国
家
公

務
員
又
は
地
方
公
務
員
、
過
去

２
期
（
４
年
）
の
間
に
連
続
し

て
モ
ニ
タ
ー
を
経
験
し
た
方
は

除
き
ま
す
。
）

　

な
お
、
現
モ
ニ
タ
ー
の
方
も

応
募
は
可
能
で
す
が
、
新
た
に

モ
ニ
タ
ー
と
な
ら
れ
る
方
を
優

先
し
ま
す
。

■
謝
礼
等

　

モ
ニ
タ
ー
業
務
に
対
す
る
謝

礼
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

毎
回
、
県
政
資
料
を
提
供
し
ま

す
。
な
お
、
今
回
新
た
に
モ
ニ

タ
ー
に
な
っ
て
い
た
だ
い
た
方

に
は
、
「
か
ご
し
ま　

よ
か
と

こ　

１
０
０
選
」
（
全
５
巻
）

の
中
か
ら
い
ず
れ
か
１
巻
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
い
た
し
ま
す
。

■
応
募
方
法

　

県
庁
広
報
課
、
県
地
域
振
興

局
本
庁
舎
・
支
庁
及
び
各
市
町

村
窓
口
等
に
備
え
付
け
の
「
募

集
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
」
の
ほ
か
、

は
が
き
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
応
募
で
き

ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://www.pref.kagoshim
a.jp

　

な
お
、
選
考
結
果
は
７
月
末

ま
で
に
連
絡
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
知
事
公
室
広
報
課

　

県
民
の
声
係

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）２
０
９
３

　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
９
９
（
２
８
６
）２
１
１
９

e-m
ail: kenm

in-koe@
pref.ka

goshim
a.lg.jp

　平成23年度から実施しております、求職
者支援のための各種セミナーを25年度も実
施いたします。
　公民会の全戸配布等にて広報いたします
ので、求職中の方だけではなく、興味のあ
る方もふるって参加してください。

①

②

③

④

№ セミナー名称

農商工連携交流セミナー

企業及び農家の相互の現場見学会

農業生産法人設立セミナー

企業等農業参入セミナー　

各種セミナー開催のお知らせ

毎
月
第
３
土
曜
日
は

「
青
少
年
育
成
の
日
」

毎
月
第
３
日
曜
日
は

　
　
　
「
家
庭
の
日
」

さつまの日

①

№ セミナー名称

女性起業家セミナー

② 創業・起業ステップアップセミナー

③ 町内の農業生産法人や大型農家を受け皿とした生産技術研修

④ 農業経営及びマーケティングセミナー

⑦ 農産物加工グループ育成セミナー

⑧ 基礎から学ぶＩＴセミナー

⑨ 販路促進ネット活用セミナー

⑩ キラリ輝く店舗づくり、販売促進セミナー

⑪ スポーツ合宿コーディネーター人材育成セミナー

⑫ グリーン・ツーリズム農家育成セミナー

⑬ 観光ガイド育成セミナー

⑭ 名物「ホタル舟」の棹差人材育成セミナー

⑤ 未利用の梅園等を利用した、梅の栽培技術習得セミナー

⑥ 遊休竹林等を活用した竹林改良技術等の技術習得セミナー

■人材育成セミナー（求職者向けのセミナー）

■ 雇用拡大メニュー（事業主メニュー）

平成25年度

◇お問い合わせ先　雇用創造推進協議会　☎53-1995

さつま町で就職を目指されている方へ

無料
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税
務
課
　
資
産
税
係

　
　
　
　
　
　 

内
線
２
１
１
５

固
定
資
産
税
の

減
免
申
請
の
お
知
ら
せ

農
政
課
　
農
政
係

　
　 

内
線
２
４
２
３

４
月
か
ら
６
月
は
、
農
作
業

事
故
ゼ
ロ
月
間
で
す

福
祉
課
　
福
祉
障
害
係

　
　
　
　
　
　 

内
線
２
１
３
４

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援

映
画
上
映
結
果
と
お
礼

総
務
課
　
秘
書
人
事
係

　
　
　
　
　
　 

内
線
２
２
１
２

職
員
の
異
動
等
の

　
　
　
　
お
知
ら
せ

税
務
課
　
収
納
第
１
係

　
　
　 

　
　
　
内
線
２
１
１
３

今
月
の
納
税
な
ど

福
祉
課
　
福
祉
障
害
係

　
　
　
　
　
　
内
線
２
１
３
５

心
配
ご
と
相
談
所

健
康
診
査
日
程
【
５
・
６
月
分
】

健
康
増
進
課
　
健
康
増
進
係

　
　
　
　
　 

　
内
線
２
１
４
４

３
月
の
火
災
・
救
急
情
報

火 災火 災 救 急救 急
◆出動件数　    91件

　運んだ人      83人

◆内 訳

　急　病 　51件 42人

　交通事故  6件  8人

　その他　 34件 33人

◆発生件数　0件 イベント名
日　　 時

場　　 所 

内　　 容

北薩広域公園春祭り

５月４日（土）
午前10時から午後４時

北薩広域公園

さつま町虎居5470

バルーンアート・フリーマーケット・
芸能発表会・花苗プレゼント・さとや
ま鍋等楽しい催し物が盛だくさん。

やって来る
春祭りに春祭りに

　地域密着型タウン情報誌『ＴＪカゴ

シマ』４月号でご当地キャラクターな

どの人気投票が実施され、「さつまる

ちゃん」が第３位に輝きました。応援

ありがとうございました。

さつまるちゃん

ＴＪカゴシマ 人気投票

第３位

げ
ん
の
う
ぞ
の      

は
る
た
か

え
の
も
と     

こ
う
き

18広報さつま19 広報さつま

●
職
員
の
退
職

　

３
月
31
日
付
け
退
職
者
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
（　

）
は
前
職
名

北
原
美
義
（
会
計
管
理
者
会
計

課
長
）
▽
山
口
良
一
（
耕
地
林

業
課
長
）
▽
山
口
正
展
（
教
育

委
員
会
総
務
課
長
）
▽
紺
屋
順

子
（
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
宮
之

城
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
給
食
調

理
員
）
▽
髙
嶺
眞
知
子
（
教
育

委
員
会
総
務
課
長
補
佐
兼
薩
摩

教
育
係
長
）
▽
井
上
斉
（
消
防

課
主
幹
兼
予
防
係
長
）
▽
杉
元

裕
子
（
町
民
課
主
幹
）
▽
松
山

兼
二
（
災
害
復
興
対
策
課
長
）

↓
国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備

局
へ
▽
藤
野
義
久
（
学
校
教
育

課
長
補
佐
兼
指
導
主
事
）
↓
鹿

児
島
市
立
伊
敷
台
中
学
校
へ
▽

濱
﨑
茂
（
参
事
）

●
職
員
の
異
動

■
課
長
職

杉
水
流
博　

耕
地
林
業
課
長
兼

耕
地
係
長
（
工
事
検
査
監
兼
工

事
検
査
室
長
）
▽
櫛
山
扶
美
子

会
計
管
理
者
会
計
課
長
（
監
査

委
員
事
務
局
長
兼
監
査
係
長
）

■
課
長
職
昇
任
等

▽
小
永
田
浩　

工
事
検
査
監
兼

工
事
検
査
室
長
（
耕
地
林
業
課

長
補
佐
兼
耕
地
係
長
）
▽
上
野

俊
市　

教
育
委
員
会
総
務
課
長

（
総
務
課
長
補
佐
兼
秘
書
人
事

係
長
）
▽
本
田
孝
市　

監
査
委

員
事
務
局
長
（
税
務
課
長
補
佐

兼
収
納
第
２
係
長
）

■
課
長
補
佐
職

羽
有
郁
夫　

健
康
増
進
課
長
補

佐
兼
保
険
係
長
（
社
会
教
育
課

長
補
佐
兼
社
会
教
育
係
長
）　

▽
川
原
芳
子　

介
護
保
険
課
長

補
佐
・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
長
兼
管
理
者
（
介
護
保
険
課

長
補
佐
兼
介
護
予
防
係
長
・
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
長
兼
管

理
者
）
▽
蕨
野
博
文　

耕
地
林

業
課
長
補
佐
兼
林
務
係
長
（
耕

地
林
業
課
長
補
佐
・
薩
摩
支

所
）
▽
田
中
恵
治　

耕
地
林
業

課
長
補
佐
・
薩
摩
支
所
（
耕
地

林
業
課
長
補
佐
兼
林
務
係
長
）

▽
三
腰
善
行　

社
会
教
育
課
長

補
佐
兼
社
会
教
育
係
長
（
環
境

課
長
補
佐
兼
環
境
係
長
）

■
課
長
補
佐
職
昇
任
　　

角
茂
樹　

総
務
課
長
補
佐
兼
秘

書
人
事
係
長
兼
政
策
推
進
係
長

（
総
務
課
政
策
推
進
係
長
）
▽

押
川
吉
伸　

企
画
課
長
補
佐
兼

企
画
係
長
（
企
画
課
企
画
係

長
）
▽
有
村
哲　

健
康
増
進
課

長
補
佐
・
鹿
児
島
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
事
務
局
派
遣

（
税
務
課
町
民
税
係
長
）
▽
山

口
玲
哉　

税
務
課
長
補
佐
兼
収

納
第
２
係
長
（
税
務
課
収
納
第

１
係
長
）
▽
中
尾
栄
優　

農
政

課
長
補
佐
兼
畜
産
係
長
（
農
政

課
畜
産
係
長
）

■
割
愛
人
事
（
課
長
補
佐
職
）

平
山
哲
也　

学
校
教
育
課
長
補

佐
兼
指
導
主
事
（
屋
久
島
町
立

中
央
中
学
校
教
頭
）

■
係
長
職

大
迫
幹
夫　

総
務
課
情
報
シ
ス

テ
ム
係
長
（
健
康
増
進
課
保
険

係
長
）
▽
久
保
田
春
彦　

財
政

課
財
政
係
参
事
補
（
財
政
課
財

政
係
長
）
▽
萩
木
場
一
水　

企

業
誘
致
対
策
室
企
業
誘
致
係
長

（
安
全
安
心
対
策
課
安
全
安
心

対
策
係
長
）
▽
米
丸
鉄
男　

税

務
課
町
民
税
係
長
（
消
防
本
部

消
防
課
総
務
係
長
）
▽
大
山
孝

税
務
課
収
納
第
１
係
長
（
災
害

復
興
対
策
課
ま
ち
づ
く
り
係

長
）
▽
野
田
真
一
郎　

環
境
課

環
境
係
長
（
商
工
観
光
課
商
工

振
興
係
長
）
▽
早
﨑
行
宏　

商

工
観
光
課
商
工
振
興
係
長
（
企

業
誘
致
対
策
室
企
業
誘
致
係

長
）
▽
櫻
伸
一　

建
設
課
ま
ち

づ
く
り
係
長
（
災
害
復
興
対
策

課
災
害
復
興
対
策
係
長
）
▽
佐

藤
秀
樹　

消
防
本
部
消
防
課
総

務
係
長
（
総
務
課
情
報
シ
ス
テ

ム
係
長
）

■
係
長
職
昇
任

富
満
悦
郎　

財
政
課
財
政
係
長

（
財
政
課
財
政
係
）
▽
原
田
健

二　

安
全
安
心
対
策
課
安
全
安

心
対
策
係
長
（
介
護
保
険
課
介

護
保
険
係
）
▽
山
口
泰
徳　

介

護
保
険
課
介
護
予
防
係
長
（
農

政
課
農
産
園
芸
係
）
▽
本
村
浩

行　

監
査
委
員
事
務
局
監
査
係

長
（
監
査
委
員
事
務
局
監
査

係
）
▽
永
江
寿
好　

教
育
委
員

会
総
務
課
薩
摩
教
育
係
長
（
財

政
課
管
財
係
兼
庁
舎
建
設
係
）

▽
今
西
信
一　

消
防
本
部
消
防

課
予
防
係
長
（
消
防
本
部
消
防

課
警
防
係
）

　
乳
幼
児
健
診
・
健
康
相
談

■
１
歳
７
～
８
か
月
児

　
（
Ｈ
23
．
９
生
）
健
診

　

５
月
15
日
（
水
）

　

午
後
０
時
30
分
〜
午
後
１
時

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
７
～
８
か
月
児

　
（
Ｈ
24
．
９
生
）
育
児
相
談

　

５
月
24
日
（
金
）

　

午
前
９
時
〜
午
前
９
時
30
分

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
３
歳
児

　
（
Ｈ
22
．
３
生
）
健
診

　

５
月
22
日
（
水
）

　

午
後
０
時
30
分
〜
午
後
1
時

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
す
く
す
く
育
児
相
談

　

６
月
７
日
（
金
）

　

午
前
９
時
〜
午
前
10
時
受
付

　

（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
２
歳
３
か
月
児

　
（
Ｈ
23
．
２
生
）
歯
科
健
診

　

６
月
６
日
（
木
）

　

午
後
０
時
30
分
〜
午
後
1
時

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
４
か
月
児

　
（
Ｈ
25
．
１
生
）
健
診

　

６
月
12
日
（
水
）

　

午
後
０
時
30
分
〜
午
後
1
時

　

受
付
（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
母
子
健
康
手
帳
交
付
　

　

５
月
27
日
（
月
）

　

６
月
10
日
（
月
）　

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時

　

（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

※
健
康
保
険
証
・
印
鑑
を
お
持

　

ち
く
だ
さ
い
。

■
フ
ッ
化
物
塗
布
　

　

５
月
15
日
（
水
）

　

５
月
22
日
（
水
）　
　
　
　

　

６
月
６
日
（
木
）

　

午
後
３
時
〜
午
後
4
時
受
付

　

（
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
）

■
屋
地
楽
習
館
健
康
相
談

　

６
月
４
日
（
火
）

　

６
月
18
日
（
火
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時

　

（
屋
地
楽
習
館
）

■
「
え
ほ
ん
の
森
」
身
長
・
体
重
測
定

　

６
月
14
日
（
金
）　
　
　
　

　

午
前
10
時
〜
午
前
11
時
30
分

　

（
え
ほ
ん
の
森
）

　　

次
に
該
当
す
る
資
産
に
つ
き

ま
し
て
は
、
固
定
資
産
税
の
減

免
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
該

当
資
産
を
所
有
さ
れ
て
い
る
方

は
、
減
免
申
請
書
の
提
出
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
昨
年
度
申
請
書
を
提

出
さ
れ
た
方
は
、
再
度
提
出
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
減
免
対
象
資
産

　

公
益
の
た
め
に
直
接
専
用
す

る
固
定
資
産
（
有
料
で
使
用
す

る
も
の
を
除
く
）

例
…
公
民
館
用
地
・
防
火
水
槽

用
地
等
を
所
有
さ
れ
て
い
る
方

■
提
出
先

　

本
庁
税
務
課
資
産
税
係
及
び

鶴
田
・
薩
摩
支
所
税
務
係

※
減
免
申
請
書
は
窓
口
に
備
え

付
け
て
あ
り
ま
す
。

固
定
資
産
税
第
１
期

【
納
期
限
５
月
31
日
】

■
毎
週
木
曜
日

　

午
前
10
時
〜
正
午

　

宮
之
城
ひ
ま
わ
り
館

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎（
52
）
１
１
２
３ 

　

３
月
８
日
・
９
日
に
上
映
さ

れ
ま
し
た
東
日
本
大
震
災
復
興

支
援
映
画
「
エ
ク
レ
ー
ル
・
お

菓
子
放
浪
記
」
に
つ
き
ま
し
て

は
、
前
売
り
券
１
４
５
１
枚
、

当
日
券
31
枚
の
購
入
が
あ
り
、

販
売
総
額
は
１
，
４
７
９
，
３

０
０
円
で
し
た
。

　

ま
た
、
上
映
さ
れ
ま
し
た
３

会
場
に
お
き
ま
し
て
、
被
災
地

に
対
す
る
義
援
金
が
１
１
５
，

７
２
６
円
あ
り
ま
し
た
。

　

映
画
鑑
賞
券
販
売
総
額
に
対

す
る
還
元
金
も
７
３
，
９
６
５

円
あ
り
ま
し
た
の
で
、
義
援
金

と
合
わ
せ
て
映
画
が
制
作
さ
れ

ま
し
た
被
災
地
の
宮
城
県
へ
全

額
（
１
８
９
，
６
９
１
円
）
送

金
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

多
く
の
方
の
ご
支
援
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

農
業
機
械
で
農
作
業
を
行
う

と
き
や
、
農
業
機
械
の
運
転
中

は
油
断
を
せ
ず
、
十
分
な
確
認

に
よ
る
農
作
業
事
故
の
未
然
防

止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

農
作
業
を
す
る
と
き
は
、
心

に
ゆ
と
り
を
持
ち
、
無
理
を
し

な
い
で
、
安
全
対
策
を
徹
底
し

ま
し
ょ
う
。

ど
の
よ
う
な
困
難
に
も
、

諦
め
る
こ
と
な
く
最
後

ま
で
立
ち
向
か
い
、
さ

つ
ま
町
民
の
生
命
・
財

産
を
災
害
か
ら
守
れ
る

よ
う
精
一
杯
頑
張
り
ま

す
。

笑
顔
と
元
気
を
忘
れ

ず
に
、
さ
つ
ま
町
民

の
皆
様
の
た
め
に
頑

張
り
ま
す
。
ま
ず
は

一
人
前
、
そ
し
て
一

流
へ
と
な
れ
る
よ
う

努
力
し
て
い
き
ま
す
。

地
域
の
皆
様
の
た
め

に
頑
張
ろ
う
と
い
う

今
の
気
持
ち
を
忘
れ

ず
に
、
向
上
心
を
持

っ
て
前
向
き
に
仕
事

に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
つ
ま
町
が
、
町
民
の

方
に
と
っ
て
よ
り
暮
ら

し
や
す
い
町
に
な
る
よ

う
に
一
生
懸
命
頑
張
り

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

お
客
様
へ
良
い
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
で
き
る
職
員

に
な
る
こ
と
が
目
標
で

す
。
そ
の
た
め
に
先
輩

の
教
え
を
守
り
、
積
極

的
な
姿
勢
で
仕
事
へ
臨

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

税
務
課
資
産
税
係

　
　
　
　
　

現
王
園　

陽
貴

建
設
課
建
築
係

　
　
　
　
　

榎
本　

晃
喜

水
道
課
管
理
係　

　
　
　
　
　

町
野　

真
吾　

消
防
本
部
消
防
課
警
防
係

　
　
　
　
　

江
夏　

聖
也　

す
み    

ゆ
う
た
ろ
う

建
設
課
土
木
係

　
　
　
　
　
　
　

雄
太
郎

○
新
規
採
用
職
員
の
紹
介

こ
う
か       

せ
い
や

ま
ち
の        

し
ん
ご
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免
除
制
度
を

　
ご
存
じ
で
す
か
？

町
民
課
　
町
民
係
か
ら

　
　
　
　
　 

　
内
線
２
１
２
５

３
つ
の
基
礎
年
金
が

 

あ
な
た
の
一
生
を

　
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

診療科

内　科 神 野

益 崎

本 坊

海江田 海江田 海江田 海江田 吉 松

林 田 馬ノ段林 田 林 田

緒 方本 坊 本 坊

益 崎 益 崎

福 岡 早 川

倉 元 倉 元

堀之内
(第2・4)

吉　松
(原則 第2・4)

益 崎

神 野
大 塚

神 野
大 塚 神 野

花 田 花 田 花 田
大学

神経内科

救急科

循環器内科

消化器内科

外　科

整形外科

放射線科

月 火 水 木 金 土

広
　
告

薩摩郡医師会病院診療案内

＊6月より町民で50歳以上の方は、低線量ＣＴ肺がん検診が
　1,000円で受診できます。（要受診券）(TEL：0996-53-0326)

(H25.4.1～) 広
　
告

鳥居石材店
さつま町虎居町７－８　　ＴＥＬ０９９６（５３）１１８９

確実な信頼と永年の実績を誇る

墓　　石

納 骨 堂

石材彫刻

鳥　居　通

石
材
の
専
門
家

20広報さつま21 広報さつま

(３月分)

町
長
コ
ラ
ム

町長の動静 （平成25年３月）
※主な会議及び行事を抜粋

　（各課・局との内部会議は省略）

日
髙
政
勝

さ
つ
ま
る
ち
ゃ
ん

町長交際費執行状況

（町長等が、行政執行上や町の
利益のため、町を代表し外部と
の交際上必要な経費です。） 

よかとこ再発見よかとこ再発見

ま
ち
の
歴
史
探
訪
⑦

　

黄
龍
山
大
願
寺
は
中
世
の
祁
答

院
渋
谷
氏
の
菩
提
寺
で
す
。
「
出

水
斑
目
記
」
に
よ
る
と
、
古
く
は

白
鳳
年
中
（
６
７
０
年
代
）
に
創

建
さ
れ
た
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
柏
原
区
に
「
大
願
寺
」
と
い

う
集
落
名
が
あ
る
よ
う
に
、
そ
の

周
辺
に
は
鐘
楼
跡
や
多
く
の
墓
石

塔
が
現
存
し
、
中
で
も
国
道
２
６

７
号
線
沿
い
の
「
開
山
堂
跡
」
と

「
薬
師
堂
跡
」
の
祁
答
院
渋
谷
氏

代
々
の
墓
石
塔
や
歴
代
住
職
の
墓

石
塔
は
、
県
の
指
定
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
祁
答
院
渋
谷

氏
の
勢
力
が
盛
ん
な
頃
に
は
多
く

の
堂
舎
（
お
堂
）
が
建
ち
、
京
都

の
南
禅
寺
や
建
仁
寺
な
ど
の
大
寺

院
か
ら
も
住
職
が
来
る
ほ
ど
で
し

た
が
、
祁
答
院
氏
滅
亡
後
は
徐
々

に
衰
え
、
明
治
時
代
に
は
墓
石
塔

は
草
に
埋
も
れ
て
い
た
と
い
い
ま

す
。

　

な
お
、
「
祁
答
院
記
」
や
「
鶴

田
再
糺
方
糺
帳
」
等
の
記
録
で
は
、

室
町
幕
府
三
代
将
軍
足
利
義
満
が

書
い
た
と
さ
れ
る
「
医
王
寶
殿
」

の
扁
額
が
大
願
寺
の
薬
師
堂
に
あ

っ
た
と
伝
え
て
い
ま
す
。
「
医

王
」
と
は
薬
師
如
来
を
指
し
ま
す
。

の
ち
に
扁
額
は
、
薩
摩
川
内
市
の

泰
平
寺
か
ら
鹿
児
島
市
の
南
泉
院

へ
と
移
さ
れ
た
後
、
日
置
島
津
家

の
菩
提
寺
で
あ
る
大
乗
寺
に
納
め

ら
れ
た
よ
う
で
す
が
、
廃
仏
毀
釈

な
ど
を
経
て
、
現
在
は
日
置
市

（
旧
日
吉
町
）
の
明
信
寺
に
掲
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
、
全
国
的
に
「
ゆ
る
キ
ャ

ラ
」
ブ
ー
ム
で
す
。
町
の
物
産
・

観
光
を
Ｐ
Ｒ
し
、
多
く
買
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
多
く
来
て

い
た
だ
き
、
豊
か
な
自
然
、
歴

史
・
文
化
に
ふ
れ
、
体
験
・
観
光

し
、
町
の
良
さ
を
も
っ
と
知
っ
て

も
ら
い
た
い
。
そ
の
よ
う
な
願
い

の
も
と
、
Ｐ
Ｒ
手
段
の
一
つ
と
し

て
、
町
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
「
さ
つ
ま
る
ち
ゃ
ん
」
を
１
体

製
作
。
こ
れ
は
、
町
の
特
産
品
や

観
光
資
源
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
も
の

で
、
そ
の
愛
ら
し
い
姿
は
、
い
ろ

ん
な
イ
ベ
ン
ト
で
大
人
気
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
出
演
も
数
回
あ
り
ま
す

が
、
他
の
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
」
と
違

っ
て
、
さ
つ
ま
る
ち
ゃ
ん
は
頭
に

「
さ
つ
ま
町
」
と
文
字
が
入
り
、

一
目
瞭
然
で
す
。
町
の
Ｐ
Ｒ
効
果

は
抜
群
で
す
。
今
年
は
弟
（
妹
）

が
で
き
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
は
、
県
で
「
国
民

文
化
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
町

の
合
併
10
周
年
に
当
た
る
た
め
、

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
し
て
「
ゆ
る

キ
ャ
ラ
大
会
と
郷
土
芸
能
祭
」
を

行
う
計
画
で
す
。
全
国
に
さ
つ
ま

町
を
Ｐ
Ｒ
す
る
絶
好
の
機
会
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
所
得
が
少
な
い
」
「
会
社
を

退
職
し
た
」
等
の
理
由
で
経
済

的
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、

保
険
料
免
除
制
度
が
利
用
で
き

ま
す
。

　

保
険
料
免
除
の
承
認
は
本
人
、

配
偶
者
及
び
世
帯
主
の
所
得
に

よ
り
審
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

※
免
除
申
請
の
平
成
25
年
度

分
（
平
成
25
年
７
月
〜
平
成
26

年
６
月
）
の
受
付
は
７
月
か
ら

で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先
　

　

川
内
年
金
事
務
所　

　

☎（
22
）
５
２
７
９

①
老
齢
基
礎
年
金
　

　

〜
老
後
へ
の
備
え
〜　

　

65
歳
か
ら
一
生
涯
老
齢
基
礎

年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
（
終

身
保
障
）

　

平
成
25
年
度
年
金
額　
　

　

７
８
６
，
５
０
０
円
（
満
額
）

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

○
20
歳
か
ら
60
歳
に
な
る
ま
で

の
40
年
間
（
４
８
０
月
）
の
全

期
間
保
険
料
を
納
め
た
方
（
20

歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
厚
生
年
金

期
間
及
び
共
済
期
間
も
対
象
と

な
り
ま
す
）
は
、
65
歳
か
ら
満

額
の
老
齢
基
礎
年
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

○
会
社
員
や
公
務
員
（
厚
生
年

金
や
共
済
組
合
に
加
入
）
だ
っ

た
方
に
は
老
齢
厚
生
年
金
や
退

職
共
済
年
金
が
上
乗
せ
さ
れ
て

支
給
さ
れ
ま
す
。

※
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た

め
に
は
保
険
料
を
納
め
た
期
間

と
保
険
料
を
免
除
さ
れ
た
期
間

及
び
厚
生
年
金
又
は
共
済
組
合

等
を
合
計
し
た
期
間
が
最
低
25

年
間
（
３
０
０
月
）
あ
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

②
障
害
基
礎
年
金

　

平
成
25
年
度
年
金
額
（
定
額
）

　

９
８
３
，
１
０
０
円
（
１
級
）

　

７
８
６
，
５
０
０
円
（
２
級
）

　

国
民
年
金
加
入
中
の
病
気
や

ケ
ガ
で
障
害
等
級
表
（
１
級
・

２
級
）
に
よ
る
障
害
の
状
態
に

あ
る
間
は
障
害
基
礎
年
金
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
生
計
を
維
持
さ
れ
て

い
る
18
歳
到
達
年
度
末
ま
で
の

子
ま
た
は
障
害
を
持
つ
20
歳
未

満
の
子
が
い
る
場
合
は
、
加
算

が
あ
り
ま
す
。

③
遺
族
基
礎
年
金

　

平
成
25
年
度
年
金
額　
　
　

　

１
，
０
１
２
，
８
０
０
円　

　

（
子
の
あ
る
妻
）

（
基
本
額
（
定
額
）
７
８
６
，

５
０
０
円
＋
子
１
人
の
加
算
額

２
２
６
，
３
０
０
円
）

　

国
民
年
金
の
加
入
者
が
亡
く

な
っ
た
と
き
、
そ
の
方
に
よ
っ

て
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
た

「
子
の
あ
る
妻
」
又
は
「
子
」

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

（
注
１
）
子
は
18
歳
到
達
年
度

の
末
日
ま
で
、
又
は
障
害
が
あ

る
場
合
は
20
歳
に
な
る
ま
で
支

給
さ
れ
ま
す
。

（
注
２
）
妻
に
支
給
さ
れ
る
場

合
は
、
子
の
人
数
に
よ
っ
て
加

算
が
あ
り
ま
す
。

　

障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎

年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、
障

害
の
初
診
日
や
死
亡
と
い
っ
た

事
故
が
発
生
す
る
ま
で
の
公
的

年
金
の
加
入
月
数
の
２
／
３
以

上
の
期
間
に
つ
い
て
、
保
険
料

が
納
付
又
は
免
除
さ
れ
て
い
る

こ
と
、
も
し
く
は
初
診
日
又
は

死
亡
さ
れ
た
日
の
属
す
る
月
の

前
々
月
ま
で
の
１
年
間
に
保
険

料
の
未
納
が
な
い
こ
と
が
必
要

で
す
。

■広報さつま　１枠１万円（縦6.0cm×横8.5cm）
　詳しくは町ホームページをご覧ください。　http://www.satsuma-net.jp/

広告を掲載しませんか？広告主大募集

（
金
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
日
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
土
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
土
）

（
日
）

（
月
）

（
火
）

（
水
）

（
木
）

（
金
）

（
土
）

（
日
）

３
月
議
会
定
例
会
（
本
会
議
）　

▽
百
歳
訪
問
（
前
原
ト
ミ
様
）

職
員
朝
会　

▽
百
歳
訪
問
（
阿
久
根
ノ
エ
様
）　

▽
農
業
再
生
協
議
会
総
会　

一
般
質
問
協
議　

▽
農
林
水
産
省
農
村
振
興
局
と
中
山
間
地
域
等
意
見
交
換

交
通
対
策
関
係
者
と
の
意
見
交
換

自
衛
隊
入
隊
者
壮
行
会
及
び
自
衛
官
募
集
員
委
嘱
状
交
付
式　

▽
一
般
質
問
協
議

本
会
議
（
代
表
質
問
・
一
般
質
問
）　

本
会
議
（
総
括
質
疑
）　

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
「
川
内
隈
之
城
道
路
（
水
引
I
C
〜
高
江
I
C
）
」
開
通
式
（
薩
摩
川
内
市
）

隊
友
会
主
催
自
衛
隊
入
隊
者
壮
行
会

建
設
新
聞
取
材
対
応

森
林
組
合
系
統
運
動
推
進
委
員
会
（
鹿
児
島
市
）　
　

中
学
校
卒
業
式　

▽
南
日
本
新
聞
新
旧
支
局
長
来
庁
面
談

百
歳
訪
問
（
内
タ
ル
様
、
後
藤
ス
ミ
ヱ
様
）　

▽
女
性
い
き
い
き
推
進
会
議

河
川
愛
護
表
彰
授
与
式　

▽
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
健
康
づ
く
り
懇
話
会　

▽
新
聞
・
Ｔ
Ｖ
各
社
取
材
対
応

さ
つ
ま
園
開
設
30
周
年
記
念
並
び
に
増
床
落
成
式　

県
庁
関
係
課
訪
問
協
議
・
県
農
業
農
村
情
報
セ
ン
タ
ー
理
事
会
（
鹿
児
島
市
）

県
土
改
連
総
会
・
理
事
会
（
鹿
児
島
市
）

議
会
全
員
協
議
会　

▽
ダ
ム
所
長
来
庁
面
談　

▽
課
長
職
異
動
内
示　

か
ぐ
や
姫
グ
ラ
ウ
ン
ド
現
地　

▽
南
日
本
新
聞
支
局
長
を
送
る
会

さ
つ
ま
土
地
改
良
区
通
常
総
代
会

県
観
光
連
盟
理
事
会
（
鹿
児
島
市
）　

▽
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
協
議
会

課
長
会　

▽
盈
進
小
学
校
卒
業
式　

▽
本
会
議
（
最
終
日
）　

▽
議
会
と
の
交
流
会　

小
中
学
校
管
理
職
送
別
会

北
薩
横
断
道
路
「
北
薩
ト
ン
ネ
ル
」
貫
通
式

県
育
英
財
団
評
議
員
会
（
鹿
児
島
市
）　

▽
防
犯
協
会
総
会
（
地
域
安
全
モ
ニ
タ
ー
委
嘱
）

鹿
児
島
森
林
管
理
署
長
・
北
薩
森
林
管
理
署
長
来
庁
面
談

町
振
興
計
画
審
議
会　

▽
農
林
業
対
策
協
議
会

川
内
川
河
川
事
務
所
長
来
庁
面
談　

▽
県
北
薩
振
興
局
来
庁
面
談

退
職
者
辞
令
交
付
式　

▽
立
地
協
定
調
印
式
（
テ
ッ
ク
ス
）　

▽
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
所
長
来
庁
面
談

平
川
大
薄
老
人
ク
ラ
ブ
総
会

泊
野
観
光
た
け
の
こ
園
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

1
日

　
　

４
日

　
　

５
日

　
　

　
　

６
日

　
　

７
日

　
　

８
日

　
　

10
日

　
　

11
日

　
　

12
日

　
　

13
日

　
　

14
日

　
　

15
日

　
　

16
日

  　

18
日  
    

19
日

　
　

20
日

　
　

21
日

　
　

22
日

　
　

23
日

　
　

24
日

　
　

25
日

　
　

26
日

　
　

27
日

　
　

28
日

　
　

29
日

　
　

30
日

　
　

31
日

開山堂跡 薬師堂跡

・３月４日　　 6,000円
　農村振興に関する意見交換会時

　
・３月６日　　 7,000円
　町自衛隊入隊者壮行会

・３月９日　　10,000円
　第11回全国藩校サミット鹿児

　島大会時協賛金

・３月14日　　14,970円
　第７回女性いきいき推進会議

　意見交換会時

・３月19日　　22,800円
　来客用地元産品ＰＲ用

・３月23日　　 8,000円
　町教育委員会・校長会・教頭

　会合同送別会時

・３月25日　　 2,709円
　書『白妙』寄贈時

・３月29日　　29,240円
　テックス(株)立地協定時

し
ょ
う
ろ
う

だ
さ
い
せ
ん
が
た
た
だ
し
ち
ょ
う 

ま
だ
ら
め

ぼ
だ
い
じ

い
お
う
ほ
う
で
ん

へ
ん
が
く

つ
る



ちゃん

１歳で～す
毎月１番最初に
生まれた赤ちゃん

平成２４年５月６日生

ちゃん満尾愛音

両親から一言

父　和　美 さん

母　恵　美 さん

明るく健やかに

　　　育ってね！

み つ お あ の ん

下中福良公民会

舟舟舟

22広報さつま23 広報さつま

３
月
16
日
～
４
月
15
日
届
出
分
（
15
人
）
　敬
称
略

誕
生
お
め
で
と
う

誕
生
お
め
で
と
う

誕
生
お
め
で
と
う

性
別

保
護
者

公
民
会

あ
か
ち
ゃ
ん

３
月
16
日
～
４
月
15
日
届
出
分
（
23
人
）
敬
称
略

な
く
な
っ
た
人

年
齢

公
民
会

な
く
な
っ
た
人

年
齢

公
民
会

※
「
誕
生
・
お
く
や
み
」
は
、
届
出
人
が

　
同
意
さ
れ
た
方
だ
け
掲
載
し
て
い
ま
す
。

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

　

鶴
田
ダ
ム
公
園
は
、
鶴
田

ダ
ム
の
左
岸
側
に
あ
り
桜
の

名
所
と
し
て
も
有
名
な
公
園

で
す
。

　

今
回
掲
載
し
て
い
る
写
真

は
、
少
し
桜
が
散
り
始
め
た

３
月
30
日
に
撮
影
し
た
も
の

で
す
。
鶴
田
ダ
ム
公
園
か
ら

見
る
「
ダ
ム
と
桜
」
の
風
景

は
、
な
か
な
か
他
の
所
で
は

見
ら
れ
な
い
絶
景
で
す
。　

　

現
在
、
鶴
田
ダ
ム
で
は
全

国
で
も
珍
し
い
大
規
模
な
改

修
工
事
が
行
わ
れ
て
お
り
、

迫
力
が
あ
り
見
ご
た
え
も
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
秋
に
な
る
と
ダ
ム

周
辺
で
は
紅
葉
が
美
し
く
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
も
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

ダ
ム
工
事
が
終
わ
れ
ば
物

静
か
な
落
ち
着
き
の
あ
る
場

所
な
の
で
、
ピ
ク
ニ
ッ
ク
や

ハ
イ
キ
ン
グ
に
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

＊
現
在
ダ
ム
工
事
の
た
め
、

堰
堤
は
通
行
で
き
ま
せ
ん
。

鶴
田
ダ
ム
公
園
に
行
か
れ
る

場
合
は
、
鶴
田
側
（
左
岸

側
）
の
県
道
鶴
田
大
口
線
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

篤

志

寄

付

・
紫
尾
区
大
衆
浴
場　

上
之
原
純
夫

鶴
田
支
所　

総
務
係 

福
島　

英
之

支
所
の
総
務
部
門
を
は
じ
め

イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
仕
事
を
し

て
い
ま
す
。

No．19さつま町よかとこファイル

田
平
　
博
惠
　
97
　
角
郷

久
保
薗
信
夫
　
87
　
船
木
東

天
立
　
博
隆
　
75
　
上
中
福
良

西
谷
　
和
子
　
66
　
中
央

村
岡
フ
サ
エ
　
76
　
新
町

宮
永
　
節
子
　
92
　
別
野

橋
口
　
了
二
　
78
　
二
渡
町

迫
　
敏
夫
　
　
56
　
鶴
田
南

平
八
重
タ
ヤ
　
88
　
船
木
東

下
野
　
テ
ル
　
99
　
下
川
口

前
田
ヤ
ス
子
　
89
　
山
崎
町

西
田
　
タ
ミ
　
94
　
紫
尾
下

上
湯
瀨
ヒ
サ
ミ
88
　
湯
田
中

舟
倉
　
月
美
　
82
　
旭

大
　
　
義
明
　
85
　
鶴
田
大
角

生
駒
　
次
男
　
85
　
布
田

滿
尾
　
雅
子
　
75
　
東
谷

富
園
　
光
二
　
87
　
大
願
寺

甫
立
ヤ
ス
子
　
75
　
甫
立

宇
都
　
フ
ミ
　
95
　
ほ
た
る

駒
髙
　
義
久
　
80
　
武
白
猿

川
畑
エ
ミ
子
　
82
　
弓
之
尾

平
　
ユ
ミ
　
　
86
　
簗
平

上
川
　
結
生
　
　
真
吾
　
船
木
下

松
元
　
愛
彩
　
　
仁
　
　
上
下
大
迫

大
野
　
葵
衣
　
　
幹
彦
　
下
京
塚
原

原
　
千
優
貴
　
　
忠
幸
　
下
京
塚
原

前
村
　
瑠
香
　
　
雅
利
　
東
谷

酒
井
　
奏
歩
　
　
祐
樹
　
五
日
町

市
耒
　
瑚
凰
　
　
賢
二
　
轟
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
崎
中

松
永
　
結
愛
　
　
鉄
平
　
あ
な
が
わ

市
囿
　
友
花
　
　
豪
　
　
時
吉
中
城

岸
良
　
篤
人
　
　
龍
樹
　
ウ
ッ
ド
タ
ウ
ン

西
田
　
理
人
　
　
大
造
　
湯
田
中

原
囿
　
陽
優
　
　
修
　
　
西
湯
田
原

鶯
出
　
悠
人
　
　
健
太
　
東
湯
田
原

小
林
　
杏
　
　
　
鉄
男
　
簗
平

男 女 男女男 女

お

お

の

は

ら

あ

お

い

ま
え
む
ら

る

か

ち

ゆ

き

さ

か

い

あ

つ

と

ゆ

う

か

ゆ

め

こ

お

ま

さ

と

男

ま

つ
も

と

あ

い

か

な

と

は
ら
ぞ
の

ひ

な

た

こ
ば
や
し

あ
ん

う

ぐ

い
で

は

る

と

女女女 男男 男 女

か
み
か
わ

に

し

だ

ゆ
う
し
ん

ダム公園から見る「ダムと桜」

大規模なダムの改修工事

き

し

ら

い
ち

ぞ

の

ま

つ
な

が

い

ち

き

【
運
航
期
間
】
５
月
16
日
（
木
）
か
ら

　
　
　
　
　
　
６
月
１
日
（
土
）

　
　
　
　
　
（
20
日
と
27
日
の
月
曜
日
は
　

　
　
　
　
　
　
運
休
日
と
な
り
ま
す
）

【
場
　
所
】
神
子
地
区

【
乗
船
料
】

　
大
　
人
１
，
５
０
０
円

　
子
ど
も
１
，
０
０
０
円
（
中
学
生
以
下
）

　
（
０
歳
児
は
乗
船
で
き
ま
せ
ん
）

【
予
約
開
始
日
】
５
月
７
日
（
火
）
か
ら

【
予
約
セ
ン
タ
ー
】
　
　
　
　
　

　
☎
０
９
０-

９
６
０
２-

４
６
４
０

【
受
付
時
間
】

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
ま
で

【
運
航
期
間
】
５
月
18
日
（
土
）
か
ら

　
　
　
　
　
　
６
月
２
日
（
日
）

【
場
　
所
】
二
渡
地
区

【
乗
船
料
】

　
大
　
人
　
１
，
０
０
０
円

　
子
ど
も
　
５
０
０
円
（
中
学
生
以
下
）

　
幼
児
以
下
２
０
０
円

【
予
約
開
始
日
】
現
在
予
約
受
付
中

【
予
約
専
用
電
話
】
　

　
☎
０
８
０-
６
４
４
７-

０
５
７
０

　青森県鶴田町より寄贈していただいた「ねぶた」を８月に実施される「さつま町夏まつ

り」で運行する予定です。そこで、ねぶた運行で囃子方「太鼓、鉦（かね）、笛」・ハネ

ト「踊り」をやってみたいという方を募集します。
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【応募期限】平成２５年５月３１日（金）

【対 象 者】平日夜の練習に参加できる方（６月頃から開始　週２回程度）

　　　　　　（ただし、ハネトは夏まつり本番前２～３回の練習）

【申込方法】役場　企画課企画係へ住所、氏名、年齢、性別及び電話番号を明記し、

　　　　　　メール、ファックスにより申し込んでください。（申込様式は自由です）

　　　　　　メール：ki-kikaku@satsuma-net.jp

　　　　　　ＦＡＸ：５２－３５１４（さつま町役場）

【お問い合わせ先】さつま町役場　企画課　企画係

　　　　　　　　　☎５３－１１１１（内線２２２２）
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竹紙を使用しています
（竹パルプ 10％配合）
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わたしたちの町

推計人口による

休日在宅医 休日薬局

人　口　23,154人（-143人） 

　男　　10,708人（- 62人）

　女　　12,446人（- 81人）

    世帯数　9,860世帯

 転入   122人　転出  247人

 出生　  17人　死亡   35人

 （平成25年４月１日現在）

     （　）は前月対比

宇宙から地球を見てみたい！
　私の夢は宇宙飛行士になることです。私は保育園のころから星
や月を見ることが好きで、小３の時にテレビで宇宙飛行士の紹介
があり、その時に月に行って月から自分たちが住む地球を自分の
目で見たいと思いました。テレビや本で見てみると、宇宙飛行士
の訓練はとてもきついということが分かったけれど、きついから
こそやりとげてみせたいと思います。地元、鹿児島の種子島から
打ち上げたロケットに乗り、宇宙に行ってみたいです。

※休日在宅医や薬局は都合により、変更になる場合があります。受診の際は、医療機関に電話で確認してください。町のホームページでも紹介しています。
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さくらクリニック

林田内科

海江田医院

宮之城病院

薩摩郡医師会病院

クオラリハビリテーション病院

立志病院

鬼丸整形外科

薩摩郡医師会病院
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